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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
、
国
外
転
出

者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
開
始
さ

れ
る
。
そ
れ
に
伴
い
在
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
の
窓

口
で
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
一

部
を
除
き
原
則
終
了
と
な
る

（
本
紙
先
週
号
既
報
）。
な
お
交

付
手
続
き
（
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
）
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

領
事
窓
口
で
行
わ
れ
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
導
入
に
伴
い
、

申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
期
間
が

短
縮
さ
れ
る
見
込
み
だ
。
こ
の

日
本
国
内
で
進
ん
で
い
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
伴

い
、
現
在
海
外
に
住
ん
で
い
る

日
本
人
（
日
本
国
籍
所
持
者
）

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

所
有
し
て
い
る
人
と
所
有
し
て

い
な
い
人
と
の
２
種
類
に
分
か

れ
て
い
る
。
米
国
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
（
Ｓ
Ｓ
）

ナ
ン
バ
ー
と
似
た
機
能
を
持
つ

こ
の
日
本
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
だ
が
、
こ
れ
が
な
い
と
海

外
で
暮
ら
す
上
で
何
か
不
便
な

こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
カ
ー
ド
が
な
く
て

も
海
外
生
活
自
体
に
は
支
障

が
な
い
の
か
、
も
し
問
題
に

な
る
と
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と

か
、
関
係
者
に
話
を
聞
き
現

状
を
整
理
し
て
み
た
。

　

２
０
２
４
年
５
月
27
日
の

改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施

行
に
よ
り
、
同
日
以
降
、
国

外
転
出
後
も
カ
ー
ド
の
継
続

利
用
が
可
能
に
な
り
、
海
外

在
住
者
で
も
新
規
の
申
請
が

条
件
付
き
で
可
能
に
な
っ

た
。
海
外
居
住
者
が
取
得

で
き
る
条
件
と
は
、
日
本

国
籍
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

２
０
１
５
年
10
月
５
日
以
降

に
国
外
転
出
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
条
件
が

揃
え
ば
日
本
人
（
駐
在
員
、

留
学
生
な
ど
長
期
滞
在
者
、

永
住
者
）
が
取
得
で
き
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館

に
よ
る
と
、
海
外
在
住
日

本
人
が
海
外
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
で

き
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

「
２
０
１
５
年
10
月
5
日
時

点
で
日
本
に
住
民
票
が
あ
っ

た
か
否
か
、
も
し
く
は
同
日

以
降
一
度
で
も
日
本
で
住
民

登
録
を
し
た
か
否
か
に
よ
り

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
住

民
票
を
持
つ
全
て
の
人
に
付

与
さ
れ
る
番
号
で
あ
り
、
住

民
票
に
基
づ
い
て
一
度
付
番

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

住
民
票
を
移
動
し
た
り
、
国

外
転
出
し
て
も
原
則
と
し
て

生
涯
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
２
０
１
５
年
10
月
5

日
よ
り
前
に
国
外
に
出
て
、
一
度

も
日
本
で
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
方
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
す
る
た
め
に
は
、
一
時
帰
国

の
際
に
、
日
本
国
内
で
住
民
登
録

を
し
て
、
ま
ず
は
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
原
則
と

し
て
住
民
登
録
は
居
住
の
実
態
を

伴
っ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
自
治

体
に
よ
っ
て
は
1
年
以
上
の
滞
在

を
前
提
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
の
た

め
だ
け
に
住
民
登
録
が
可
能
か
ど

う
か
は
、
各
地
方
自
治
体
に
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。」
と

言
う
。
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
所
持
し
て
い
な
い
場
合
の

デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
ん
な
こ
と
が
想

定
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
（
１
）
日
本
の
行
政
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
後
れ
＝
税
金
の

確
定
申
告
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
、

各
種
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ
ン
取
得

な
ど
が
今
後
「
カ
ー
ド
前
提
」
と

な
っ
て
い
く
流
れ
に
あ
る
。（
↓

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば

手
続
き
の
簡
便
化
が
可
能
）

（
２
）
医
療
（
マ
イ
ナ
保
険
証
）

と
の
連
動
＝
日
本
で
は
紙
の
健
康

保
険
証
が
廃
止
方
向
。
日
本
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
一

時
帰
国
時
の
受
診
に
影
響
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
場
合

は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組

合
か
ら
資
格
確
認
書
を
発
行
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。（
↓
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
そ
の

ま
ま
保
険
証
と
し
て
使
用
可
能
）

（
３
）
本
人
確
認
手
段
の
不
足
＝

日
本
に
お
け
る
銀
行
口
座
の
開

設
、
不
動
産
契
約
、
電
話
な
ど
の

民
間
の
各
種
契
約
・
サ
ー
ビ
ス
に

あ
た
っ
て
支
障
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
る
。

（
４
）
将
来
的
な
制
度
統
合
＝
今

後
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
運

転
免
許
証
と
の
一
体
化
、
在
外
公

館
に
お
け
る
各
種
領
事
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
戸
籍
・
パ
ス
ポ

ー
ト
連
携
な
ど
。（
↓
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
、
様
々
な
手
続
が
簡
便
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
）（
５
面
に
続
く
）

花見
NIGHT

BROOKLYN BOTANICAL GARDENBROOKLYN BOTANICAL GARDEN

マイナンバーカード
海外永住者の選択
5月下旬からオンライン申請が条件付で可能に

国
内
で
進
む
デ
ジ
タ
ル
化

２
０
１
５
年
以
前
の
出
国
者
不
利
に

満開の桜の下で花見ナイト。演奏は佐伯麻由カルテット（４月24日、ブルックリン植物園で、写真・三浦良一）

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
植
物
園
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
で
４
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で

の
4
夜
に
わ
た
り
恒
例
の
「
ハ
ナ
ミ
・
ナ
イ
ト
」
が

開
催
さ
れ
、
大
勢
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
日
本
の
お

花
見
を
楽
し
ん
だ
。
来
場
者
は
西
日
に
照
ら
さ
れ
た

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
の
桜
並
木
の
下
で
マ
ッ
ト
を
広
げ
、

場
内
で
販
売
さ
れ
た
蕎
麦
や
寿
司
弁
当
を
楽
し
み
な

が
ら
ジ
ャ
ズ
、
太
鼓
、
三
味
線
、
箏
、
雅
楽
な
ど
の

音
楽
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ
。

　
（
関
連
記
事
20
面
に
）
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ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
フ
ェ

イ
エ
ッ
ト
ビ
ル
の
フ
ェ
イ
エ
ッ

ト
ビ
ル
沖
縄
県
人
会
に
て
4

月
18
日
、「
創
立
30
周
年
記
念

祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約

３
５
０
人
が
来
場
し
た
。

　

会
場
で
は
、
沖
縄
の
伝
統
芸

能
や
音
楽
、
武
道
な
ど
多
彩
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
、
地

域
社
会
と
と
も
に
沖
縄
文
化
を

祝
う
華
や
か
な
一
日
と
な
っ

た
。

　

式
典
は
、
県
人
会
会
長
ア
ダ

マ
ン
奈
理
子
氏
の
挨
拶
で
幕
を

開
け
、
沖
縄
県
知
事
・
玉
城
デ

ニ
ー
氏
か
ら
の
祝
辞
（
代
読
）

が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の

歩
み
と
支
え
て
き
た
会
員
や
地

域
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら
れ
、
30

年
の
節
目
を
祝
う
意
義
が
共
有

さ
れ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
か
ぎ
や
で

風
や
琉
球
舞
踊
、
エ
イ
サ
ー
、

獅
子
舞
、
沖
縄
民
謡
、
空
手
演

武
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
来
場
者

は
沖
縄
の
豊
か
な
文
化
に
触
れ

た
。
ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
沖
縄
出
身
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

安
田
辰
也
氏
が
出
演
し
、
迫
力

あ
る
ス
テ
ー
ジ
で
観
客
を
魅
了

し
た
。
さ
ら
に
、
米
国
各
地
の

沖
縄
県
人
会
か
ら
の
参
加
も
あ

り
、
広
が
り
を
見
せ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら

れ
た
。
終
盤
に
は
観
客
も
参
加

す
る
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
が
行
わ

れ
、
会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ

た
。
世
代
や
国
籍
を
超
え
て
沖

縄
文
化
を
楽
し
む
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

　

同
県
人
会
は
１
９
９
６
年
の

創
立
以
来
、
地
域
に
お
け
る
沖

縄
文
化
の
継
承
と
交
流
の
場
と

し
て
活
動
を
続
け
て
お
り
、
今

回
の
記
念
行
事
は
そ
の
歩
み
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
今
後
へ

の
新
た
な
一
歩
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
当
日
の
様
子
や
写
真

は
、県
人
会
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
お
よ
び
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
）
で
も
公
開
さ
れ
て

い
る
。

フ
ェ
イ
エ
ッ
ト
ビ
ル
沖
縄
県
人
会

創
立
30
周
年
記
念
式
典

　

皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
わ

た
し
は
、
神
奈
川
県
大
和
市
で

飲
食
店
を
営
む
今
年
の
８
月
で

71
歳
に
な
る
高
見
澤
能
子
と
申

し
ま
す
。
こ
の
度
、
ご
縁
を
頂

き
、
ま
さ
か
の
Ｎ
Ｙ
タ
ウ
ン

誌
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
に
コ
ラ

ム
を
書
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
、
人
生
の
3
つ
目
の

坂
「
ま
さ
か
」
を
こ
の
年
に
な

っ
て
駆
け
上
っ
て
お
り
ま
す
！ 

も
ち
ろ
ん
登
り
坂
で
す
！
笑

　

今
、
日
本
で
は
空
前
の
「
腸

活
ブ
ー
ム
」
で
す
。
先
ず
、
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
発
酵
」
で
す
。

日
本
が
誇
る
発
酵
食
品
は
、
沢

飲
食
店
「
お
で
ん
バ
ル
楽
」
オ
ー
ナ
ー

高
見
澤
能
子
（
神
奈
川
県
在
住
）

い
て
い
る
方
は
、
自
分
の
手
で

お
味
噌
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
？ 

自
分
の
手
で
作
っ

た
お
味
噌
は
、
本
当
に
美
味
し

い
で
す
！ 

ま
さ
し
く
、「
手
前

味
噌
」
で
す
！ 

そ
し
て
、
自

分
の
手
の
常
在
菌
が
自
分
の
免

疫
力
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
天

然
塩
を
使
う
こ
と
で
、
ミ
ネ
ラ

ル
も
た
っ
ぷ
り
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
最
近
の
日
本
の
美
魔
女

界
隈
で
は
「
麹
」
が
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
ブ
ー
ム
！ 

玉
ね
ぎ
塩
麹

が
あ
れ
ば
、
コ
ン
ソ
メ
い
ら

ず
！ 

カ
レ
ー
麹
が
あ
れ
ば
カ

レ
ー
ル
ー
は
不
要
！

　

無
添
加
に
作
っ
た
自
分
の
味

噌
と
麹
が
美
魔
女
へ
と
導
き
ま

す
。

　

私
は
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
に

て
今
年
8
月
に
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
て
味
噌
な
ど
の
日
本

食
や
日
本
文
化
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
夢
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
必
ず
日
本
食
の
お
店
の
出

店
と
、「
手
作
り
お
味
噌
教
室
」

を
開
き
た
い
！
そ
の
際
に
は
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
！

山
あ
り
ま
す
が
、
私
が
お
伝
え

し
た
い
の
は
「
お
味
噌
」
で
す
。

そ
し
て
、
お
味
噌
に
発
酵
を
も

た
ら
し
て
い
る
の
が「
麹（
菌
）」

で
す
。お
味
噌
の
材
料
は
大
豆
、

天
然
塩
、麹（
米
も
し
く
は
麦
）、

自
分
の
常
在
菌
、
時
間
。
長
期

熟
成
の
期
間
に
発
酵
し
、
作
っ

て
か
ら
約
10
か
月
後
再
び
出
会

い
、
食
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
る
で
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、

壺
の
な
か
で
お
味
噌
は
10
か
月

間
で
、
ま
さ
に
、
育
ち
ま
す
！ 

こ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
い
た
だ

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://sobaya.square.site/
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5 月 NY日系人会の行事
　　　　　第 18回サクラ・ヘルスフェア　4/4-5/3
　　　JAA奨学金奨学生募集中。締切りは 5月 4日（月）
■ 1日（金）10:30am-11:30am Apple Kidsk企画「よっぴ先生

/渡邉佳子先生の親子リトミック＆日本語本読み」会費 $5
です。申し込みは JAA

■ 3日（日）10am-12pm NYすくすく会主催「乳幼児＆成人
の心肺蘇生 (CPR)ワークショップ」12:30pm-2:30pm JAA
アップルキッズ主催「子供の日をみんなで祝いましょう！」
クニ三上＆よっぴ先生＆大家りょうじと音楽をお楽しみくだ
さい。Food & Drink あり。$10/family。 

■７日（木）～ 5月 23日（土）「祝第 30回 JAAニューヨーク
で活躍する日本人・日系人美術家展」添付のフライヤーをご
覧ください。5月７日（木）5pm-7pm オープニング・レセ
プション　片平聡大使と出展作家をお招きして行います。日
米で活躍するの 35人の作家の作品をお楽しみ下さい。売上
げの 50％は JAAに寄付。

■９日（土）1pm-3pm「第５回 Japan Parade 2026」JAA & 
JAA YP group が JAAロゴ入り Tシャツを着て参加します。
参加ご希望の方は JAAにお申込み下さい。

■ 11日（月）10am-12pm　「シニアへの無料ヘアカット」田
原ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さんと上田和則さん
で行います。各 30分。お早めにご予約ください。

■ 14日（木）12pm-2pm 「5月第１敬老会」BentOnのお弁当
と奄美大島民謡歌手の栄百々代さんの歌をお楽しみくださ
い。敬老会参加、デリバリー、ピックアップのご予約をして
ください。会費：＄５　要予約

■ 21日（木）10am-12pm「三木克己弁護士による移民法の電
話無料相談室」 各 15分 要予約

■ 21日 (木）1pm-2:30pm 「しゃべって！笑って！ハッピーラ
イフ！」参加費 $5（企画：幸せ運び隊）

■ 25日（月）メモリアルデーにて事務局休み
■ 25日（月）「1912年から続くメモリアルデー日本人墓地墓
参会」　ＮＹ総領事館、NＹ仏教会、日米合同教会、日系ラ
イオンズクラブ、ニューヨーク日本人学校、ニューヨーク育
英学園の協力でMt. Olivet Cemeteryで開催します。

■ 26日（火）6:30pm- online 理事会
■ 27日（水）6pm-9:30pm 「第 56回 JAA奨学金＆第 20回本
庄奨学金授与晩餐会」をハーバードクラブで開催します。基
調講演は Japan Societyの理事長兼 CEOのジョシュア・W・
ウォーカー氏です

■ 28日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と東由美
弁護士の遺言・事前指示の書類についての電話無料相談室
-Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各
30分。ご予約下さい。

■ 28日（木）12pm-2pm 「5月第２敬老会」BentOnのお弁当
と IWAKI Bandの歌をお楽しみください。敬老会参加、デリ
バリー、ピックアップのご予約をしてください。5月お誕生
日の皆さんお集まりください。会費：$5　要予約

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

5
月
末
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
工
事
を
進
め
て
い
る
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ナ
ウ
ヒ
ア

（NowHere

）
が
４
月
中
旬
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
ゴ
ワ
ナ
ス
エ
リ

ア
に
あ
る
巨
大
ア
ー
ト
施
設

「Powerhouse Arts

」
で
開
催

さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
フ
ェ
ア
に
出

展
し
た
。

　

同
展
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
佐
藤
正
明

の
作
品
を
紹
介
。
今
回
は
個
展

形
式
で
の
発
表
で
、
版
画
だ
け

で
個
展
形
式
で
発
表
す
る
の

は
、
佐
藤
の
長
い
キ
ャ
リ
ア
の

中
で
も
初
め
て
。
11
月
に
は
新

し
い
ナ
ウ
ヒ
ア
で
佐
藤
の
個
展

も
予
定
し
て
い
る
。
今
回
の
フ

ェ
ア
は
昨
年
は
じ
め
て
開
催
さ

れ
、
そ
の
成
功
を
受
け
て
今
年

は
さ
ら
に
規
模
を
拡
大
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
最
近

「NowHere Vangurads

」
と

い
う
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
れ
は
１
９
６
０
年
代
か

ら
70
年
代
に
日
本
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
来
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
再
度
焦
点
を
当
て
る
も
の

で
、
そ
の
一
環
で
１
９
７
０
年

に
Ｎ
Ｙ
に
来
て
現
在
85
歳
の
佐

藤
正
明
の
作
品
を
紹
介
し
た
。

　

ナ
ウ
ヒ
ア
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、
戸
塚
憲
太
郎
さ
ん
は

「
会
場
は
全
体
的
に
非
常
に
活

気
が
あ
り
、
幅
広
い
年
齢
層
、

地
元
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
方
が
多

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

感
が
強
い
印
象
。
プ
リ
ン
ト
と

い
う
素
材
や
技
術
が
重
要
な
メ

デ
ィ
ア
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

作
品
の
技
法
や
制
作
プ
ロ
セ
ス

に
対
す
る
関
心
も
高
く
、
出
展

者
と
来
場
者
の
間
で
丁
寧
な
対

話
が
生
ま
れ
て
い
た
の
が
特
徴

的
だ
」
と
話
す
。

　

佐
藤
の
作
品
に
つ
い
て
も

「
非
常
に
良
い
反
応
だ
っ
た
。

特
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
都
市

風
景
を
独
自
の
視
点
で
捉
え
た

構
図
や
、
ス
ク
リ
ー
ン
プ
リ
ン

ト
と
は
信
じ
難
い
レ
ベ
ル
の
緻

密
な
表
現
に
対
し
て
、
技
術
的

な
理
解
を
持
つ
他
の
出
展
者
や

玄
人
来
場
者
か
ら
の
評
価
が
高

く
、
会
場
内
で
も
印
象
的
な
存

在
と
な
っ
て
い
た
」
と
言
う
。

　

フ
ェ
ア
全
体
と
し
て
比
較
的

手
頃
な
作
品
が
多
く
、
大
勢
の

人
が
作
品
を
購
入
し
て
い
た
。

佐
藤
の
作
品
は
や
や
高
価
格
帯

に
位
置
し
て
い
た
が
、
今
展
で

複
数
の
作
品
が
売
れ
た
と
い

う
。

　

戸
塚
さ
ん
は
「
今
回
の
フ
ェ

ア
は
、
単
な
る
販
売
の
場
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
作
品
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
機
会
と
し
て
非
常
に
有
意

義
で
あ
り
、
今
後
の
展
開
に
つ

な
が
る
手
応
え
を
感
じ
る
機
会

と
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

初
日
で
売
れ
た
佐
藤
の
地
下
鉄
シ
リ
ー
ズ

Subway No.12

（1976

）Screenprint　

Image Size: 24" x 19"

佐藤正明
ブルックリンで人気
NowHeregがプリント展出品

　

英
国
エ
ジ
ン
バ
ラ
・
フ
リ
ン

ジ
に
入
選
し
た
実
績
を
持
つ
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
、
緒
方
篤
が
世
界

各
国
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
仲
間
を

集
め
た
コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー

「W
orld Comedy In NYC

」

を
、
5
月
10
日
（
日
）
午
後
5

時
（
開
場
午
後
４
時
30
分
）
よ

り
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
・
コ

メ
デ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
西
53

丁
目
３
１
８
番
地
）
1
階Red 

Room

で
開
催
す
る
。

　

緒
方
が
、
映
像
作
家
、
映
画

監
督
や
俳
優
、
ス
タ
ン
ド
ア
ッ

プ
・
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
と
し
て
活

動
す
る
中
で
出
会
っ
た
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
出
身
の
ダ
ニ
エ
ル
・
サ

イ
モ
ン
ソ
ン
、
南
ア
フ
リ
カ
出

身
で
イ
ン
ド
系
の
カ
ニ
ー
ズ
・

ス
ー
カ
、
メ
キ
シ
コ
出
身
の
オ

ー
ド
リ
ー
・
モ
ー
ラ
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
出
身
の
ヘ
レ
ン
・
ウ
ィ

ー
ル
デ
ィ
ー
、
英
国
出
身
の
ジ

ャ
ッ
ク
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
ら
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
仲
間
を
集
め
た
シ

ョ
ー
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
入

場
料
は
25
ド
ル
（
割
引
コ
ー

ド
は
「OGATA

」）。
チ
ケ
ッ

ト
・
詳
細
は
、https://www.

broadwaycom
edyclub.

com
/show

s/w
orld-

comedy-in-nyc-6/　

を
参

照
す
る
。
連
絡
先
は
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、https://www.

instagram.com/atsushi_
ogata_comedy

５
月
10
日
に
シ
ョ
ー

世
界
の
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
集
め

コメディアンの緒方篤

https://shopnyseikatsu.com/
https://japanvillage.com/
mailto:info@jaany.org
https://www.broadwaycomedyclub.com/shows/world-comedy-in-nyc-6/
https://www.instagram.com/atsushi_ogata_comedy
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海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （48）

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
イ

ラ
ン
戦
争
は「
勝
利
な
き
戦
い
」

の
色
を
増
し
て
い
ま
す
。
欧
州

の
動
き
が
世
界
へ
の
影
響
力
を

高
め
て
い
ま
す
。

①
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
総
選
挙
で
、

オ
ル
バ
ン
長
期
独
裁
政
権
が
大

惨
敗
。
盟
友
ト
ラ
ン
プ
氏
の
異

例
の
支
援
も
逆
効
果
。
ベ
ル
リ

ン
の
壁
の
崩
壊
や
プ
ラ
ハ
の
春

に
匹
敵
す
る
歴
史
的
事
件
と
の

論
調
も
。
行
政
機
関
、
メ
デ
ィ

ア
、
選
挙
制
度
へ
の
統
制
な
ど

ト
ラ
ン
プ
・
オ
ル
バ
ン
両
氏
に

共
通
す
る
政
治
手
法
の
否
定
。

②
初
の
米
国
人
の
ロ
ー
マ
教
皇

レ
オ
14
世
に
よ
る
「
平
和
を
求

め
、
戦
争
を
否
定
せ
よ
」
と
の

発
言
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の

批
判
に
対
し
て
、
米
国
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
諸
団
体
の
ト
ラ
ン
プ

氏
離
反
が
拡
大
。

③
ト
ラ
ン
プ
氏
の
盟
友
イ
タ
リ

ア
の
メ
ロ
ー
ニ
首
相
も
、
ト
ラ

ン
プ
氏
に
よ
る
ロ
ー
マ
教
皇
批

判
を
拒
否
し
、
イ
ラ
ン
へ
の
米

軍
作
戦
へ
の
基
地
提
供
を
拒

否
。

④
ス
ペ
イ
ン
の
サ
ン
チ
ェ
ス
首

相
が
「
国
際
的
合
意
な
し
の
行

動
は
正
当
化
で
き
な
い
」
と
、

最
も
明
確
に
対
イ
ラ
ン
戦
争
に

反
対
。

　

こ
れ
ら
は
、英
独
仏
や
国
連
、

Ｅ
Ｕ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
も
含

め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
追
随
し
た

米
国
の
イ
ラ
ン
攻
撃
に
は
大
義

が
な
い
と
の
共
通
認
識
で
す
。

１
９
８
０
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ

ク
戦
争
、
１
９
９
１
年
の
湾
岸

戦
争
、
２
０
０
３
年
の
対
イ
ラ

ク
戦
争
と
い
う
3
度
の
米
国
主

導
戦
争
の
失
敗
の
教
訓
が
欧
州

に
は
根
強
く
残
り
ま
す
。

　

国
際
法
重
視
、多
国
間
主
義
、

外
交
解
決
、
人
道
主
義
、
宗
教

的
・
道
徳
的
価
値
な
ど
の
欧
州

が
唱
え
る
大
義
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
ウ
ス
諸
国
な
ど
へ
の
説
得

力
も
増
し
て
い
ま
す
。

　

米
国
内
で
の
関
税
戦
争
や
交

戦
権
に
関
す
る
大
統
領
権
限
の

行
使
に
対
す
る
違
憲
訴
訟
や
、

バ
ン
ス
副
大
統
領
、
軍
、
国
務

省
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
な
ど
の
反
対
論
を

押
し
切
っ
て
の
ト
ラ
ン
プ
氏

の
開
戦
に
反
対
す
るNo King 

運
動
な
ど
に
も
呼
応
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

英
国
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
が

今
週
訪
米
し
ま
し
た
。
昨
年

10
月
に
教
皇
レ
オ
14
世
を
訪

問
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と

５
０
０
年
ぶ
り
の
和
解
を
実
現

し
、
カ
ナ
ダ
な
ど
15
国
の
国
王

で
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
氏

と
欧
州
の
関
係
が
険
悪
化
し
て

い
る
中
で
の
貴
重
な
ソ
フ
ト
外

交
で
す
。
今
回
の
戦
争
を
、
よ

も
や
第
3
次
世
界
大
戦
な
ど
に

拡
大
さ
せ
て
は
な
ら
ぬ
と
の
欧

州
の
総
力
戦
で
す
。

　

他
方
、
日
本
の
高
市
早
苗
首

相
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
戦
争
に

「
法
的
評
価
を
控
え
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
国
民
生
活
を
打
撃

し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
依
存

し
、
長
年
友
好
関
係
に
あ
る
イ

ラ
ン
な
ど
中
東
諸
国
の
人
命
も

尊
重
す
る
こ
と
が
国
際
社
会
と

日
本
に
と
っ
て
の
大
義
で
す
。

国
際
法
や
人
道
重
視
の
外
交
こ

そ
、
分
断
化
す
る
世
界
に
お
け

る
日
本
の
国
益
と
思
い
ま
す
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
（
英

国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ
Ｒ

Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助
け

る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助
活

動
を
経
て
国
会
議
員
、
財
務
副

大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、
等

を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日

本
協
会
理
事
、
岐
阜
女
子
大
特

別
客
員
教
授
も
兼
任
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

対
峙
す
る
欧
州
の
大
義

　

２
０
２
６
年
全
米
将
棋
大
会

が
4
月
18
日
、
19
日
の
両
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
大
会
に
は
全
米
各
地
に
加

え
、
カ
ナ
ダ
か
ら
も
参
加
者
が

集
い
、
計
45
名
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。

　

本
大
会
に
は
、
日
本
か
ら
石

川
陽
生
七
段
、
西
川
和
宏
六
段

と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
在
住

の
井
道
千
尋
女
流
二
段
の
プ
ロ

棋
士
3
名
が
参
加
し
、
対
局
の

立
ち
合
い
の
ほ
か
、
指
導
や
解

説
に
あ
た
っ
た
。

　

17
日
の
前
夜
祭
か
ら
幕
を
開

け
、初
参
加
者
同
士
の
交
流
や
、

過
去
の
参
加
者
、
さ
ら
に
は
来

米
し
た
プ
ロ
棋
士
と
の
親
睦
が

深
め
ら
れ
た
。
18
日
に
開
始
し

た
本
大
会
は
、
予
選
3
回
戦
、

そ
し
て
2
日
間
を
か
け
て
行
わ

れ
る
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
4
回
戦
を

経
て
準
決
勝
、
決
勝
に
進
む
形

式
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
白
熱

全
米
将
棋
大
会

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
催

　

求
人
サ
イ
ト
の
グ
ラ
ス
ド
ア

と
不
動
産
情
報
サ
イ
ト
の
レ
ッ

ド
フ
ィ
ン
は
14
日
、
大
学
新
卒

者
が
仕
事
を
始
め
や
す
い
都
市

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。

　

両
社
は
今
年
２
月
９
〜
11

日
、
全
国
の
性
別
、
業
種
が
異

な
る
職
業
人
１
８
０
０
人
以
上

を
対
象
に
「
給
料
が
理
想
的
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
見
合
っ
て

い
れ
ば
転
職
し
て
も
い
い
か
」

な
ど
イ
エ
ス
／
ノ
ー
で
回
答
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
ほ
か
各
都
市
の
住
宅

デ
ー
タ
、
雇
用
主
の
評
価
、
給

与
デ
ー
タ
を
基
に
初
任
給
、
す

ぐ
に
新
生
活
を
始
め
ら
れ
る
住

居
の
有
無
や
家
賃
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
徒
歩
圏

内
の
施
設
、
交
通
、
就
業
チ
ャ

ン
ス
な
ど
の
項
目
で
キ
ャ
リ
ア

を
始
め
や
す
い
都
市
を
評
価
し

た
。

　

主
要
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ

の
１
位
は
平
均
初
期
給
与

７
万
９
８
５
７
ド
ル
、
若
年
層

が
購
入
す
る
典
型
的
な
住
宅
の

平
均
価
格
32
万
ド
ル
、
頭
金
の

貯
蓄
期
間
４
年
２
か
月
、
月
々

の
ロ
ー
ン
支
払
い
は
給
与
の

31
・
６
％
、
月
家
賃
は
給
与
の

34
％
の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
だ

っ
た
。
以
下
上
位
10
位
は
２
位

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ
、
３
位

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト

ン
、４
位
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
、

５
位
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
、
６

位
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト

ン
、
７
位
ミ
ズ
ー
リ
州
セ
ン
ト

ル
イ
ス
、
８
位
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

大
卒
が
キ
ャ
リ
ア
を
始
め
や
す
い
都
市

１
位
は
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

し
た
対
局
を
次
々
と
展
開
し

た
。
ま
た
、
午
後
に
は
団
体
戦

7
回
戦
も
実
施
さ
れ
た
。
終
了

後
は
近
く
の
飲
食
店
で
の
懇
親

デ
イ
ナ
ー
で
初
日
を
終
え
た
。

　

翌
19
日
午
前
に
は
、
子
ど
も

大
会
も
開
催
さ
れ
、
8
名
の
活

発
な
少
年
た
ち
の
育
成
の
場
と

し
て
の
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

最
後
に
は
、
本
大
会
優
勝
者

の
吉
川
毅
さ
ん
と
プ
ロ
棋
士
の

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
を
拠

点
に
礼
拝
を
行
な
っ
て
い
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
語
教
会

が
、
創
立
30
周
年
を
祝
し
て
記

念
礼
拝
を
５
月
３
日
（
日
）
午

後
５
時
か
ら
開
催
す
る
。
同
教

会
は
１
９
９
６
年
４
月
に
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
日
本
語
教
会

と
し
て
創
立
、
１
９
９
９
年
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
語
教
会
と

改
称
し
、
現
在
は
単
立
教
会
と

し
て
毎
週
日
曜
日
に
ス
カ
ー
ス

デ
ー
ル
の
教
会
ま
た
は
ズ
ー
ム

に
て
礼
拝
を
行
っ
て
い
る
。
記

念
礼
拝
は
栗
栖
信
之
牧
師
を
迎

え
、
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
の
グ
リ

ー
ン
ビ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

チ
ャ
ー
チ
（
ア
ー
ズ
リ
ー
通
り

２
７
０
番
地
）
で
開
催
。
教
会

に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い
人
も
大

歓
迎
。
礼
拝
の
後
は
親
睦
会
を

開
催
。
参
加
希
望
、
問
い
合
せ

はinfo@nyjc.org

ま
で
。

ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
、
９
位
フ

ロ
リ
ダ
州
マ
イ
ア
ミ
、
10
位
テ

キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
は

生
活
費
の
高
騰
で
、
キ
ャ
リ
ア

を
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
若

者
に
は
負
担
が
大
き
い
こ
と
で

低
い
評
価
と
な
っ
た
。

　

同
レ
ポ
ー
ト
は
新
卒
者
に
対

し
「
広
い
範
囲
を
視
野
に
入
れ

る
」、
根
付
く
前
に
優
先
順
位

に
重
点
を
置
く
よ
う
指
摘
し
て

い
る
。
中
都
市
、
小
都
市
ラ
ン

キ
ン
グ
や
そ
の
ほ
か
同
レ
ポ
ー

ト
の
詳
細
はhttps://www.

redfin.com
/news/best-

cities-recent-grads-2026/

を
参
照
す
る
。

西
川
和
宏
六
段
と
の
記
念
対
局

が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
き
な
盛

り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
は
、
服
部
裕

次
郎
さ
ん
、
団
体
戦
優
勝
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
／
ボ
ル
チ

モ
ア
チ
ー
ム
、
そ
し
て
子
ど
も

大
会
優
勝
は
、
村
瀬
瑛
祐
さ

ん
。
な
お
、次
回
大
会
は
来
春
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
行
わ
れ
る
予

定
。

Ｎ
Ｙ
日
本
語
教
会
３
日
に

創
立
30
周
年
し
記
念
礼
拝

被
爆
者
ら
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
」

訂
正　

本
紙
４
月
25
日
号
17
面

で
掲
載
し
た
「
乳
が
ん
治
療
最

前
線
」
記
事
中
、
当
日
の
参
加

者
の
記
述
で
「
当
日
会
場
に
は

約
50
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
は
約

１
２
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
」

と
あ
る
の
を
「
主
催
者
側
の
発

表
で
、
会
場
参
加
者
55
人
、
オ

ン
ラ
ン
参
加
は
84
人
だ
っ
た
」

に
訂
正
し
ま
す
。

楽しい
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日
本
国
内
で
進
む
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
、
海
外
に
居
住

す
る
日
本
人
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
と
り

わ
け
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
米
国
永
住
者
が
注
意
し

て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
点

に
つ
い
て
１
面
で
報
じ
た
。

　

そ
し
て
海
外
の
在
住
者
に
と

っ
て
重
要
な
の
は
、
在
外
選
挙

制
度
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
関
係
だ
。
在
外
選
挙
は
日
本

の
住
民
票
を
抜
い
て
海
外
に
転

出
し
た
人
が
「
在
外
選
挙
人

証
」を
取
得
し
て
投
票
で
き
る
。

将
来
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

票
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
の
本
人
確
認
を
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
紐
付
け
す
る
案
が
出
て

い
る
が
、
そ
う
な
る
と
海
外
在

住
有
権
者
の
中
で
ネ
ッ
ト
投
票

で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
が
出

て
し
ま
う
状
態
に
な
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
民
と

し
て
の
投
票
権
に
不
平
等
が
生

じ
、
憲
法
15
条
（
選
挙
権
の
平

等
）
上
問
題
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
ワ
ン
タ
イ
ム
（ID)

パ
ス
ワ
ー
ド
の
導
入
、
在
外
公

館
投
票
、
郵
便
投
票
の
継
続
、

希
望
者
だ
け
ネ
ッ
ト
投
票
が
で

き
る
選
択
肢
と
す
る
な
ど
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い

有
権
者
が
制
度
か
ら
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。

在
外
選
挙
制
度
と
相
反
関
係

住
民
票
の
有
無
で
現
在
施
行

な
い
と
民
間
サ
ー
ビ
ス
か
ら

取
り
残
さ
れ
る
将
来
的
懸
念

　

ト
ラ
ン
プ
が
４
月
21
日
に
イ

ラ
ン
と
の
停
戦
延
長
を
自
身
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ト
ゥ
ル
ー
ス
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
」
で
発
表
す
る
16
分
前

に
、
ブ
レ
ン
ト
原
油
先
物
４
千

ロ
ッ
ト
以
上
が
売
ら
れ
、
当
時

価
格
（
約
１
０
１
ド
ル
）
で
名

目
４
億
３
千
万
ド
ル
が
た
っ
た

２
分
間
で
誰
か
の
手
に
渡
り
ま

し
た
。
で
、
そ
の
14
分
後
に
停

戦
延
長
投
稿
。
も
ち
ろ
ん
原
油

価
格
は
急
落
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
話
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
。
昨
年
４
月
の
ト
ラ
ン
プ

関
税
90
日
間
停
止
か
ら
今
年
２

月
28
日
の
対
イ
ラ
ン
攻
撃
な
ど

に
関
連
し
て
、
ト
ラ
ン
プ
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
や
投
稿
で
攻
撃
開

始
だ
／
停
戦
だ
、
ホ
ル
ム
ズ
開

放
だ
／
封
鎖
だ
な
ど
と
発
表
す

る
直
前
と
い
う
絶
妙
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
、
ポ
リ
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
の
予
測
市
場
や
原
油
先
物
市

場
で
通
常
の
数
倍
〜
数
十
倍
の

複
数
の
巨
額
取
引
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
関
連
し
、
政
府
や
軍

の
非
公
開
情
報
漏
洩
の
イ
ン
サ

イ
ダ
ー
取
引
疑
惑
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
や

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
な
ど
で
報
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
３
月
23
日
、
イ
ラ
ン

攻
撃
延
期
発
表
16
分
前
に
、
石

油
先
物
に
５
億
ド
ル
超
規
模
の

原
油
先
物
売
り
注
文
が
集
中
。

発
表
後
に
原
油
価
格
が
急
落
し

誰
か
が
数
百
万
ド
ル
の
利
益
を

得
ま
し
た
。
４
月
７
日
の
対
イ

ラ
ン
停
戦
発
表
直
前
に
も
石
油

先
物
に
９
・
５
億
ド
ル
の
売
り

ベ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
発
表
後
に

原
油
価
格
が
15
％
下
落
。
逆
に

Ｓ
＆
Ｐ
５
０
０
株
先
物
で
は
株

価
上
昇
を
見
込
ん
だ
15
億
ド
ル

と
い
う
巨
額
の
買
い
も
あ
っ

た
。

　

４
月
17
日
に
は
ト
ラ
ン
プ
が

イ
ラ
ン
の
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
開
放

宣
言
を
追
認
す
る
20
分
前
に
石

油
先
物
に
７
・
６
億
ド
ル
の
下

落
ベ
ッ
ト
が
あ
り
、
直
後
に
原

油
価
格
が
約
10
％
急
落
。
こ
の

ベ
ッ
ト
で
取
引
者
（
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
）
は
１
億
ド
ル
近
い
利

益
が
あ
っ
た
と
か
。

　

一
説
で
は
そ
れ
ら
第
２
次
ト

ラ
ン
プ
政
権
下
で
の
不
審
ベ
ッ

ト
や
ト
レ
ー
ド
は
４
月
下
旬
ま

で
に
全
12
回
で
12
勝
０
敗
、
勝

率
１
０
０
％
。

　

い
く
ら
な
ん
で
も
こ
こ
ま
で

連
続
し
て
丸
儲
け
っ
て
、
お
か

し
い
で
し
ょ
？　

普
通
、
確
実

な
情
報
も
な
く
数
億
ド
ル
（
数

百
億
円
超
）
も
の
売
買
や
賭
け

を
し
ま
す
か
？

　

ネ
ッ
ト
上
で
は
こ
れ
ら
に
ト

ラ
ン
プ
の
一
族
や
閣
僚
周
辺
が

関
与
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
広

が
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

根
拠
・
証
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
唯
一
、
今

年
１
月
３
日
の
米
軍
に
よ
る
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
の
マ
ド
ゥ
ー
ロ
大
統

領
拉
致
・
追
放
作
戦
で
、
そ
の

５
時
間
前
に
、
正
体
不
明
の

ト
レ
ー
ダ
ー
が
３
万
４
千
ド

ル
（
５
４
４
万
円
）
を
賭
け
、

40
万
ド
ル
（
６
４
０
０
万
円
）

の
リ
タ
ー
ン
を
得
た
と
い
う
件

で
逮
捕
者
が
出
ま
し
た
。
こ
の

作
戦
に
関
与
し
て
い
た
米
軍
特

殊
部
隊
の
兵
士
が
自
ら
作
戦
成

功
に
賭
け
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
、
先
週
拘
束
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
れ
は
小
さ
い
。
小

物
で
す
。

　

他
の
ベ
ッ
ト
や
売
買
は
数
万

ド
ル
で
は
な
く
数
億
ド
ル
で

す
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
繰
り
返

さ
れ
る
「
完
璧
な
タ
イ
ミ
ン
グ

の
完
璧
な
大
儲
け
取
引
」
に
は

も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
で
も
っ
と

確
実
な
情
報
を
得
て
い
る
大
物

が
い
る
は
ず
、
と
い
う
の
は
大

方
の
推
測
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど

実
際
の
取
引
は
匿
名
で
、
具
体

的
な
ト
レ
ー
ダ
ー
名
が
出
る
よ

う
な
証
券
取
引
所
や
米
商
品
先

物
取
引
委
員
会
の
公
的
記
録
は

な
い
し
、
今
後
も
そ
の
匿
名
者

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
う
も
の
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
今
の
超
高
度
金
融
資
本

主
義
社
会
で
は
、
富
は
い
か
に

ハ
ー
ド
に
働
い
た
か
に
よ
っ
て

は
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

経
済
シ
ス
テ
ム
が
い
か
に
富
裕

層
に
と
っ
て
都
合
よ
く
働
く
か

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
こ
う
し
て
今
、
米

国
の
富
の
60
％
は
相
続
に
よ
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
生
ま
れ
た
大
量

の
ブ
ー
マ
ー
ズ
か
ら
そ
の
子
の

ミ
レ
ニ
ア
ル
ズ
た
ち
へ
の
相
続

額
は
史
上
最
大
で
、
対
し
て
一

般
人
は
政
治
的
経
済
的
影
響
力

を
持
っ
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
置

き
去
り
に
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
な

の
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
富

裕
層
や
企
業
の
減
税
及
び
規
制

撤
廃
と
、
そ
れ
に
さ
ら
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
わ
け
で
す
。

（
武
藤
芳
治
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）

ト
ラ
ン
プ
時
代
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
、

今
年
に
入
っ
て
初
め
て
と
な
る

は
し
か
の
感
染
が
確
認
さ
れ

た
。
同
州
保
健
当
局
は
、
発
熱

や
発
疹
な
ど
の
症
状
を
伴
う
感

染
力
の
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る

と
し
て
、
住
民
に
対
し
注
意
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

州
保
健
局
に
よ
る
と
、
感
染

が
確
認
さ
れ
た
の
は
ハ
ド
ソ
ン

郡
在
住
者
で
、
海
外
渡
航
後
に

診
断
さ
れ
た
。
同
局
は
、
４
月

14
日
午
前
５
時
30
分
か
ら
午
前

9
時
の
間
に
同
空
港
を
利
用
し

た
人
に
感
染
の
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
４
月
17

日
午
後
11
時
15
分
か
ら
翌
18
日

午
前
３
時
15
分
の
間
に
、
ハ
ッ

ケ
ン
サ
ッ
ク
大
学
医
療
セ
ン
タ

ー
の
小
児
救
急
科
を
訪
れ
た
人

に
つ
い
て
も
、
感
染
の
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
保
健
局
に

よ
る
と
、
同
州
で
は
今
年
こ
れ

ま
で
に
８
件
の
感
染
が
確
認
さ

れ
、
こ
の
う
ち
4
件
が
Ｎ
Ｙ
市

内
で
の
症
例
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
は
州
全
体
で
48
件
、
そ
の

う
ち
20
件
が
市
内
で
報
告
さ
れ

た
。
Ｎ
Ｙ
州
お
よ
び
Ｎ
Ｊ
州
の

保
健
当
局
は
、
は
し
か
・
お
た

ふ
く
か
ぜ
・
風
疹
の
混
合
ワ
ク

チ
ン
（
Ｍ
Ｍ
Ｒ
）
の
接
種
を
強

く
推
奨
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

Ｎ
Ｊ
州
、
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港

は
し
か
曝
露
の
可
能
性
を
警
告

　

核
拡
散
防
止
条
約（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
の
開
幕
を
翌
日
に

控
え
た
４
月
26
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
国
連
本
部
周
辺
で
、
広

島
・
長
崎
の
被
爆
者
や
市
民
団

体
ら
約
２
０
０
人
が
核
兵
器
廃

絶
を
訴
え
て
行
進
し
た
。
世
界

的
に
核
軍
拡
や
戦
争
が
続
く

中
、「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
」

「
ノ
ー
モ
ア
・
ナ
ガ
サ
キ
」
の

声
が
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
街
に
響

い
た
。

　

参
加
し
た
の
は
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
（
日
本
被

団
協
）
や
原
水
爆
禁
止
日
本
協

議
会
（
原
水
協
）
の
メ
ン
バ
ー
、

長
崎
の
高
校
生
平
和
大
使
の
才

津
結
愛
さ
ん
、
韓
国
人
被
爆
者

の
親
族
ら
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公

共
図
書
館
前
に
午
前
10
時
に
集

ま
り
、「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」

の
歌
や
ス
ピ
ー
チ
で
核
兵
器
へ

の
抗
議
を
表
明
し
た
後
、
国
連

本
部
に
向
け
て
デ
モ
行
進
を
開

始
。
太
鼓
や
鈴
を
鳴
ら
し
な
が

ら
市
中
心
部
を
練
り
歩
き
、
沿

道
の
市
民
に
も
訴
え
か
け
た
。

国
連
本
部
前
で
も
集
会
を
開

き
、
核
廃
絶
へ
の
国
際
的
連
帯

を
呼
び
か
け
た
。

中
東
情
勢
や
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
暗
殺
未
遂
事

件
な
ど
が
優
先
さ
れ
、
今
回
の

行
進
は
米
主
要
メ
デ
ィ
ア
で
は

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
。

　

核
拡
散
を
防
ぐ
国
際
的
な

枠
組
み
で
あ
る
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議

は
５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
。

２
０
２
２
年
の
前
回
は
、
岸
田

文
雄
首
相
（
当
時
）
が
日
本
の

首
相
と
し
て
初
め
て
出
席
し

た
。
今
回
、
高
市
早
苗
首
相
は

出
席
せ
ず
、
政
府
の
代
表
者
と

し
て
国
光
文
乃
・
外
務
副
大
臣

が
派
遣
さ
れ
首
相
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
え
ら
れ
る
。
一
般
討
論

演
説
や
協
議
を
経
て
５
月
18
日

か
ら
全
体
会
合
が
開
か
れ
る
。

閉
幕
は
５
月
22
日
予
定
。
こ
の

期
間
、
国
連
本
部
ロ
ビ
ー
で
は

「
原
爆
展
」
が
行
わ
れ
、
国
連

周
辺
で
は
日
本
被
団
協
な
ど
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ッ
シ
ョ
ン

も
複
数
開
催
さ
れ
る
。

　

カ
ジ
ノ
運
営
会
社
ゲ
ン
テ
ィ

ン
傘
下
の
リ
ゾ
ー
ツ
・
ワ
ー
ル

ド
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
シ
テ
ィ
は

４
月
28
日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ア

ケ
ダ
ク
ト
競
馬
場
に
隣
接
す
る

施
設
で
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
を
開

始
す
る
テ
ー
ブ
カ
ッ
ト
式
典
を

行
な
っ
た
。
同
施
設
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
で
初
め
て
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
や
ル
ー
レ
ッ
ト
な

ど
を
楽
し
め
る「
本
格
カ
ジ
ノ
」

と
な
っ
た
。

　

同
施
設
自
体
は
２
０
１
１
年

か
ら
営
業
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
は
ス
ロ
ッ
ト
型
端
末
（
ビ
デ

オ
宝
く
じ
）
を
中
心
と
し
た

“

カ
ジ
ノ
施
設”

と
し
て
運
営

さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
今
回
の

開
業
は
新
設
で
は
な
く
、
既
存

施
設
が
本
格
カ
ジ
ノ
へ
と
機
能

拡
張
す
る
形
と
な
る
。

　

新
た
に
導
入
さ
れ
る
の
は
ブ

ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
、
ク
ラ
ッ
プ

ス
、
バ
カ
ラ
、
ル
ー
レ
ッ
ト
な

ど
２
４
０
以
上
の
テ
ー
ブ
ル
ゲ

ー
ム
で
、
数
千
台
の
ス
ロ
ッ
ト

マ
シ
ン
と
合
わ
せ
、
総
合
的
な

カ
ジ
ノ
体
験
を
提
供
す
る
。

　

同
施
設
は
昨
年
12
月
、
州
か

ら
条
件
付
き
の
商
業
カ
ジ
ノ
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
３
案
件

の
一
つ
で
、
既
に
設
備
が
整
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
ブ
ロ
ン
ク

ス
の
バ
リ
ー
ズ
や
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
周
辺
で
計
画
さ
れ
る
大
型
開

発
に
先
行
し
て
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー

ム
の
導
入
に
こ
ぎ
着
け
た
。
総

額
55
億
ド
ル
規
模
の
拡
張
す
る

計
画
も
あ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
こ
れ

ま
で
本
格
的
な
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー

ム
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
を
楽
し

め
る
最
寄
の
カ
ジ
ノ
と
し
て
は

市
の
北
に
位
置
す
る
ヤ
ン
カ
ー

ズ
市
の
ヤ
ン
カ
ー
ズ
・
レ
ー
ス

ウ
ェ
イ
（
ヤ
ン
カ
ー
ズ
市
）
内

に
あ
る
エ
ン
パ
イ
ア
・
シ
テ
ィ
・

カ
ジ
ノ
が
あ
る
。

被
爆
者
ら
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
ロ
シ
マ
」

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
訴
え
行
進

本
格
カ
ジ
ノ
登
場

ク
イ
ー
ン
ズ
区
に

テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
開
始

　

ま
と
め
る
と
、
企
業
の
駐
在

員
と
そ
の
家
族
、
留
学
生
な

ど
、
将
来
日
本
に
帰
国
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
海
外
で
暮
ら

し
て
い
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
た
方
が

便
利
で
あ
り
、
カ
ー
ド
が
な
い

と
不
便
・
不
利
益
を
被
る
こ
と

も
有
り
得
る
の
で
、
２
０
１
５

年
10
月
5
日
時
点
で
日
本
に
住

民
票
の
あ
っ
た
人
は
カ
ー
ド
を

取
得
し
た
方
が
良
い
と
言
え

る
。
ま
た
、
米
国
永
住
者
で

も
、
２
０
１
５
年
10
月
5
日
以

降
に
国
外
転
出
し
た
人
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
付
与
さ
れ
て
い
る

の
で
、
希
望
す
れ
ば
取
得
が
可

能
で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
10
月
5
日
以
前

か
ら
、
米
国
に
住
ん
で
い
る
永

住
者
で
も
、
日
本
に
住
民
票
を

残
し
、
住
民
税
な
ど
の
納
税
義

務
を
果
た
し
て
い
れ
ば
「
住

民
票
が
あ
る
＝
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
あ
る
」
の
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
で
き
る
。

２
０
１
５
年
10
月
5
日
以
前
か

ら
米
国
に
住
ん
で
お
り
、
同
日

以
降
一
度
も
日
本
で
住
民
登
録

を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
一
時

帰
国
し
た
時
に
住
民
登
録
を
す

れ
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
住
民
登
録
は
居
住
の

実
態
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
た
め
だ
け
に
住
民
登

録
が
可
能
か
否
か
は
、
市
区
町

村
役
場
に
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
日
本
に
居
住
し
て

い
る
実
態
が
な
い
の
に
住
民
票

だ
け
残
し
て
い
る
と
税
金
等
の

負
担
が
生
じ
る
の
で
、
再
び
米

国
に
戻
る
際
に
は
国
外
転
出
届

を
出
す
必
要
が
あ
る
。

　

従
っ
て
、
日
本
で
住
民
票
を

一
度
も
入
れ
た
こ
と
の
な
い
日

本
人
に
対
し
て
は
、
前
述
の
よ

う
に
日
本
政
府
は
海
外
在
留
邦

人
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に

制
度
上
配
慮
し
て
い
く
と
し
て

も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

な
い
と
日
本
国
内
の
民
間
サ
ー

ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
取
り

残
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
と
言

え
そ
う
だ
。
今
後
は
日
米
ど
ち

ら
に
軸
足
を
お
い
て
生
き
る
の

か
が
さ
ら
に
問
わ
れ
そ
う
だ
。

mailto:kuranishi@jeiny.org
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こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
ま
で

水
素
吸
入
を
始
め
た
方
の
中

で
、
初
期
に
頭
痛
を
感
じ
ら
れ

た
方
が
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
私
の
親
戚
や
知
人
に
も

そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。

　

あ
る
知
人
は
、
過
去
に
脳
梗

塞
を
経
験
し
、
現
在
も
軽
い
顔

面
麻
痺
が
残
っ
て
い
ま
す
。
水

素
を
吸
う
と
頭
痛
が
起
こ
る
た

め
、
当
初
は
15
分
ほ
ど
の
短
時

間
か
ら
始
め
、
２
週
間
ご
と
に

30
分
、
60
分
と
徐
々
に
時
間
を

延
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。
１
時

間
吸
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
に
は
１
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま

し
た
が
、
現
在
も
２
年
以
上
継

続
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
日
、
そ

の
方
が
私
生
活
で
大
変
な
出
来

事
が
続
く
中
、
突
然
の
強
い
頭

痛
に
襲
わ
れ
救
急
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
た

と
こ
ろ
、
以
前
指
摘
さ
れ
て
い

た
脳
梗
塞
の
所
見
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
と
医
師
か
ら
説
明
を

受
け
た
そ
う
で
す
。
診
断
は
群

発
性
頭
痛
で
し
た
。
そ
れ
が
水

素
吸
入
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か

は
医
学
的
に
断
定
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
本
人

は
前
向
き
に
受
け
止
め
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
70
代
の
方
が
水
素
を

試
さ
れ
た
際
、
吸
入
後
に
め
ま

い
を
感
じ
、
念
の
た
め
医
療
機

関
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
が
、
特
に
異
常
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
も

あ
り
ま
し
た
。
水
素
を
勧
め
て

い
る
医
師
か
ら
は
、
体
調
に
合

わ
せ
て
無
理
の
な
い
時
間
か
ら

始
め
る
と
よ
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

一
般
に
水
素
は
安
全
性
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
体

に
変
化
を
感
じ
れ
ば
不
安
に
な

る
の
は
自
然
な
こ
と
で
す
。
も

し
取
り
入
れ
て
み
た
い
と
お
考

え
の
方
は
、
無
理
を
せ
ず
、
短

時
間
か
ら
様
子
を
見
な
が
ら
始

め
る
こ
と
が
安
心
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

健
康
は
、
自
分
の
体
と
丁
寧

に
向
き
合
い
な
が
ら
整
え
て
い

く
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

焦
ら
ず
、
無
理
を
せ
ず
、
一
歩

ず
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

続
け
て
い
く
こ
と
が
、
穏
や
か

な
毎
日
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
不

安
な
点
や
ご
質
問
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。水
素
が
、

皆
様
の
日
々
の
暮
ら
し
に
、
そ

っ
と
寄
り
添
う
存
在
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
51
）
体
験
の
中
で
感
じ
た
変
化
と
向
き
合
い
方

 

Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

144

　
「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

税
金
の
開
示
方
法
が
新
し
く
な

る
と
う
ち
の
会
社
の
経
理
か
ら

聞
い
た
ん
じ
ゃ
が
、
一
体
ど
う

な
る
ん
じ
ゃ
？
」
会
社
経
営
者

の
鬣
（
た
て
が
み
）
が
お
も
む

ろ
に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き

ち
、
通
称
：
譲
謙
）
に
尋
ね
た
。

　
「
は
い
、
会
計
基
準
の
ア

ッ
プ
デ
ー
ト 

（
Ａ
Ｓ
Ｕ
：

Accounting Standards 
Update

）
２
０
２
３
―
０
９

に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
決
算
書
（Financial 

Statements

、
以
下
Ｆ
Ｓ
）
で

の
注
記
（Footnote

）
と
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
で
大
き
く
変

更
さ
れ
ま
す
。」「
ほ
う
、
そ
れ

は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
に
も

影
響
す
る
の
か
？
」「
は
い
、

影
響
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ま

ず
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
表
か
ら

説
明
し
ま
す
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
表
の
現
金
で
の
税
金
支

払
額
の
記
載
が
一
括
表
示
か

ら
、
区
分
表
示
に
な
り
ま
す
。」

「
ど
の
よ
う
に
区
分
す
る
の
じ

ゃ
？
」「
①
連
邦
税
、
②
州
税

と
地
方
税
、
③
外
国
税
と
い
う

ふ
う
に
区
分
表
示
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
外
国
税
や
州
税
に

つ
い
て
は
５
％
以
上
を
占
め
る

国
や
州
は
さ
ら
に
個
別
開
示
も

求
め
ら
れ
ま
す
。」「
な
ん
で
そ

税
金
に
関
す
る
新
会
計
基
準

ん
な
こ
と
を
す
る
の
じ
ゃ
？
」

「
こ
れ
は
、
Ｆ
Ｓ
の
利
用
者
が
、

企
業
が
ど
こ
で
、
ど
れ
だ
け
の

税
金
を
支
払
っ
て
い
る
の
か
を

明
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
で
す
。」「
ほ
う
、
そ
う

か
、
わ
か
っ
た
。
じ
ゃ
、
Ｆ
Ｓ

注
記
で
の
変
更
点
は
な
ん
じ

ゃ
？
」「
は
い
、
税
率
差
異
に

つ
い
て
の
明
細
の
開
示
が
求
め

ら
れ
ま
す
。」「
な
に
、
税
率
差

異
と
は
な
ん
じ
ゃ
？
」「
簡
単

に
言
い
ま
す
と
実
効
税
率
と
法

定
税
率
の
乖
離
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
法
定
税
率
が
21
％
な

の
に
Ｆ
Ｓ
で
計
算
さ
れ
て
い
る

税
率
は
30
％
で
あ
る
場
合
、
い

っ
た
い
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
乖
離

が
起
き
て
い
る
の
か
を
明
確
に

す
る
も
の
で
す
。」「
大
体
、
な

ん
で
そ
ん
な
に
差
異
が
生
ず
る

の
じ
ゃ
？
」「
例
え
ば
、
交
際

費
（Entertainment

）
を
多

額
に
使
っ
た
会
社
は
、
法
人
税

法
上
の
課
税
所
得
が
帳
簿
よ
り

も
高
く
な
る
た
め
に
実
効
税
率

が
高
く
な
り
ま
す
。」「
ホ
ホ
ー
、

確
か
に
そ
う
だ
な
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
を
ど
う
や
っ
て
明
確
に

す
る
の
じ
ゃ
？
」「
各
カ
テ
ゴ

リ
ー
毎
の
差
異
に
つ
い
て
、
金

額
と
％
の
両
方
の
表
示
を
行
っ

て
開
示
し
ま
す
。」「
こ
の
新
基

準
は
い
つ
か
ら
適
用
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
じ
ゃ
？
」「
上

場
会
社
は
２
０
２
５
年
12
月
15

日
か
ら
の
事
業
年
度
か
ら
で

す
。
非
上
場
会
社
は
２
０
２
６

年
12
月
15
日
か
ら
開
始
す
る
事

業
年
度
か
ら
適
用
に
な
り
ま

す
。
早
期
適
用
も
可
能
で
す
。」

「
う
ち
は
暦
年
基
準
（
12
月
31

日
決
算
日
）
だ
か
ら
、
本
年
度

か
ら
だ
な
、
よ
く
わ
か
っ
た
。

あ
り
が
と
う
。」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)
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国
連
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
部
で

4
月
20
日
か
ら
24
日
ま
で
、
Ｆ

Ｆ
Ｄ
（
開
発
の
た
め
の
資
金
に

つ
い
て
話
し
合
う
会
議
）
ウ
イ

ー
ク
が
開
か
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
達
成
す
る
た
め
に
、
ど
う
や

っ
て
お
金
を
集
め
る
か
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
と
く
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
投
資
フ
ェ
ア
で
は
、
開

発
の
た
め
の
計
画
と
お
金
を
出

す
人
を
直
接
つ
な
ぐ
、
実
際
に

役
立
つ
話
し
合
い
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
理
想

を
語
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

資
金
を
ど
う
効
率
的
に
動
か
す

か
と
い
う
現
実
的
な
段
階
へ
と

進
ん
だ
。

　

今
、
食
料
不
足
な
ど
の
問
題

を
か
か
え
る
開
発
途
上
国
で

は
、
道
路
や
電
気
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
、
気
候
変
動
へ
の

対
策
に
必
要
な
お
金
が
大
き
く

国
連
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：
次
の
実
行
段
階
へ

「
資
金
を
ど
う
動
か
す
か
」

足
り
て
い
な
い
。
そ
の
差
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
う
え
で
大

き
な
壁
に
な
っ
て
い
る
。
政
府

の
資
金
だ
け
で
は
足
り
な
い
た

め
、
会
社
や
投
資
家
な
ど
民
間

の
お
金
を
集
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
政
治
や
経
済
が

不
安
定
な
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク

の
高
さ
や
、
ル
ー
ル
が
十
分
に

整
っ
て
い
な
い
こ
と
、
情
報
が

少
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
投

資
が
進
み
に
く
い
現
状
も
指
摘

さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、

会
議
で
は
「
ブ
レ
ン
デ
ッ
ド
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
」
と
い
う
し
く
み

が
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
は
政
府

な
ど
が
一
部
の
リ
ス
ク
を
引
き

受
け
る
こ
と
で
、
民
間
の
お
金

が
安
心
し
て
投
資
で
き
る
よ

う
に
す
る
方
法
で
あ
る
。
ま

た
、「
バ
ン
カ
ブ
ル
案
件
」
と

は
、
内
容
が
き
ち
ん
と
整
え
ら

れ
、
ど
の
く
ら
い
利
益
が
出
る

か
の
見
通
し
も
示
さ
れ
て
い
る

た
め
、
銀
行
や
投
資
家
が
お
金

を
出
し
や
す
い
計
画
の
こ
と
を

指
す
。
ど
ち
ら
も
、
お
金
の
流

れ
を
生
み
出
す
た
め
の
大
切
な

工
夫
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
目
標
を
掲
げ

る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
お
金

を
ど
う
動
か
し
て
実
現
す
る
か

が
問
わ
れ
る
段
階
に
来
て
い

る
。今
回
の
Ｆ
Ｆ
Ｄ
の
議
論
は
、

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
取

り
組
み
が
、
着
実
に
実
行
の
段

階
へ
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し

た
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ (ABD: Ph.D.) 

。

著
書
・
新
潮
社
『
欧
米
企
業

に
学 

ぶ
・SDGs 

転
換
戦
略
：

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
×
こ
れ
か
ら
の

企
業
価
値
』。『
パ
ー
パ
ス: 

何

の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価
値

を
提
供
す
る
の
か
』 

https://www.fivelightscenter.com/
tel:9176780297
http://myriverside.net/home
mailto:ny.seishin.jash@gmail.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
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獺
祭
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外

に
酒
蔵
「Dassai Blue

」
を
設

立
し
、
現
地
で
新
た
な
酒
造
り

に
挑
戦
。
一
方
、MarieBelle

は
手
作
り
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

通
じ
て
、
美
し
さ
や
物
語
性
を

大
切
に
し
た
ブ
ラ
ン
ド
を
育
て

て
き
た
。

　

講
演
で
桜
井
会
長
は
、
機
械

任
せ
で
は
な
く
人
の
手
で
丁
寧

に
酒
を
造
る
こ
と
、
原
料
米
を

育
て
る
農
家
を
大
切
に
し
、
そ

の
利
益
が
生
産
者
に
も
循
環
す

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
4
月
21

日
、
獺
祭
の
桜
井
博
志
会
長

とMarieBelle New York

創

業
者
マ
リ
ベ
ル
・
リ
ー
バ
ー
マ

ン
氏
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
講
演
会

「Sake, Chocolate, and New 
York

」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
世
界
中
の

才
能
が
集
ま
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
舞
台
に
、
両
者
が
い
か
に
ブ

ラ
ン
ド
を
築
い
て
き
た
か
、
そ

の
挑
戦
と
哲
学
が
語
ら
れ
た
。

る
形
を
目
指
す
こ
と
な
ど
、
モ

ノ
と
人
を
大
切
に
す
る
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
姿
勢
を
強
調
し
た
。

　

こ
う
し
た
理
念
は
、
一
つ
一

つ
を
手
作
り
し
、
お
い
し
さ
と

価
値
を
真
摯
に
消
費
者
へ
届
け

よ
う
と
す
るMarieBelle

の

考
え
方
と
も
重
な
り
、
両
者
の

共
感
が
日
本
酒
「Dassai Blue 

Type 23

」
と
の
コ
ラ
ボ
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
誕
生
に
つ
な
が
っ

た
と
い
う
。

　

講
演
は
、
商
品
開
発
の
背
景

だ
け
で
な
く
、
も
の
づ
く
り
に

宿
る
哲
学
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

か
ら
世
界
へ
発
信
す
る
挑
戦
の

意
義
を
伝
え
る
機
会
と
な
っ

た
。　
（
古
市
裕
子
、
写
真
も
）

馬
場
副
知
事
が
来
米

鈴
木
市
長
が
説
明

獺
祭
と
マ
リ
ベ
ル

Ｊ
Ｓ
で
ビ
ジ
ネ
ス
講
演
会

　

フ
ー
ド
＆
ワ
イ
ン
誌
は
８

日
、
世
界
、
米
国
内
の
主
要
都

市
の
飲
食
文
化
を
賞
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
・
テ
イ
ス
ト
メ
ー
カ
ー

ズ
・
ア
ウ
ォ
ー
ズ
を
発
表
し
、

米
国
内
の
コ
ー
ヒ
ー
部
門
で
Ｎ

Ｙ
が
テ
キ
サ
ス
州
オ
ー
ス
テ
ィ

ン
に
次
い
で
２
位
を
獲
得
し

た
。

　

同
誌
は
Ｎ
Ｙ
の
今
日
の
コ
ー

ヒ
ー
事
情
に
つ
い
て
、
通
勤
途

中
に
買
う
青
と
白
の
ギ
リ
シ
ャ

柄
の
紙
コ
ッ
プ
「
ア
ン
ソ
ラ
」

に
留
ま
ら
ず
、
伝
統
的
な
イ
タ

リ
ア
の
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
、
浅
煎

り
の
北
欧
ス
タ
イ
ル
、
パ
ナ
マ

や
韓
国
ス
タ
イ
ル
な
ど
Ｎ
Ｙ
な

ら
で
は
の
多
様
性
を
象
徴
し
て

い
る
、
と
解
説
し
て
い
る
。
同

賞
は
、シ
ェ
フ
や
旅
行
専
門
科
、

食
や
旅
の
ラ
イ
タ
ー
を
含
め
る

世
界
中
の
飲
食
の
プ
ロ
４
０
０

人
以
上
の
評
価
を
基
に
、
同
誌

が
格
付
け
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
Ｎ
Ｙ
は
「
米
国
内

で
最
も
飲
食
が
優
れ
て
い
る
都

市
」
で
１
位
、「
米
国
内
で
最

も
ペ
イ
ス
ト
リ
ー
が
豊
富
な
都

市
」
で
２
位
、
ま
た
Ｎ
Ｙ
州
内

で
は
「
米
国
内
の
飲
食
が
優
れ

て
い
る
小
都
市
」
で
ハ
ド
ソ
ン

が
４
位
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
が
９

位
に
選
ば
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
都
市
に
関
し
て
は
東

京
が
「
世
界
で
最
も
飲
食
が
優

れ
て
い
る
都
市
」
で
３
位
、「
世

界
で
最
も
ペ
イ
ス
ト
リ
ー
が
豊

富
な
都
市
」
で
５
位
、「
世
界

の
市
場
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
京

都
の
錦
市
場
が
８
位
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
同
ラ
ン
キ

ン
グ
の
詳
細
はhttps://

www.foodandwine.com/
global-tastem

akers-
2026-11924158

を
参
照
す

る
。 米国のコーヒー都市番付

NYは2位
1位オースティン

長崎市が観光PR

　

長
崎
市
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
電
子
版
の

２
０
２
６
年
に
訪
れ
る
べ
き
52

か
所
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
4
月
28
日
午
後
、
ジ
ャ
パ

ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
平
和
と

観
光
の
魅
力
を
発
信
す
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、

観
光
セ
ミ
ナ
ー
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
催
し
た
。
当
日
は
、
馬

場
裕
子
長
崎
県
副
知
事
の
挨

拶
・
乾
杯
、
鈴
木
史
朗
長
崎
市

長
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、
長
崎
の
観
光
Ｐ
Ｒ

動
画
が
放
映
さ
れ
た
。
27
日
か

ら
国
連
本
部
で
始
ま
っ
た
第
11

回
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
に
合
わ

せ
て
来
米
し
た
鈴
木
市
長
が
、

江
戸
時
代
に
日
本
で
唯
一
外
国

と
の
貿
易
を
許
さ
れ
て
い
た
出

島
が
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ

ラ
ン
ダ
な
ど
と
の
世
界
の
窓
口

だ
っ
た
こ
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

が
迫
害
を
受
け
て
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
が
多
く
暮
ら
し
た
歴
史
、

そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
で

は
広
島
と
共
に
原
爆
投
下
の
被

害
に
遭
い
７
万
４
０
０
０
人
が

亡
く
な
っ
た
こ
と
、
鈴
木
市
長

の
父
親
も
被
爆
し
た
が
祖
母
の

手
厚
い
介
護
に
よ
っ
て
長
生
き

が
で
き
た
こ
と
な
ど
を
語
り
な

が
ら
、
そ
こ
か
ら
平
和
の
大
切

さ
を
訴
え
、
長
崎
が
被
爆
か
ら

立
ち
上
が
り
、
１
９
５
５
年
に

平
和
の
像
が
建
設
さ
れ
、
世
界

平
和
の
象
徴
と
し
て
世
界
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
き
た
長
崎
の
姿
を

動
画
で
紹
介
し
た
。

　

鈴
木
市
長
は
、
長
崎
く
ん

ち
、
長
崎
ラ
ン
タ
ン
な
ど
の
祭

り
、
海
底
炭
田
で
１
９
７
４
年

に
閉
所
に
な
り
一
夜
に
し
て
廃

墟
と
な
っ
た
端
島
（
軍
艦
島
）

が
２
０
０
９
年
に
観
光
地
と
な

っ
て
人
気
が
あ
る
こ
と
、
日
本

３
大
夜
景
の
都
市
で
あ
る
こ

と
、
長
崎
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
し
っ

ぽ
く
、
皿
う
ど
ん
、
角
煮
饅
頭
、

カ
ス
テ
ラ
、
長
崎
ミ
ル
ク
シ
ェ

イ
ク
な
ど
の
ス
イ
ー
ツ
ま
で
動

画
で
丁
寧
に
英
語
で
説
明
、
解

説
し
た
。
会
場
か
ら
長
崎
の
一

番
良
い
と
こ
ろ
は
何
か
と
い
う

質
問
に
「
長
崎
で
一
番
良
い
の

は
人
で
す
。
昔
か
ら
海
外
か
ら

の
文
化
を
受
け
入
れ
て
き
た
土

地
柄
も
あ
り
、
人
々
が
優
し
く

て
親
切
で
す
。
ぜ
ひ
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。
長
崎
で
会
い
ま
し

ょ
う
」
と
挨
拶
し
た
。
同
日
夜

に
は
、
原
爆
投
下
後
に
活
躍
し

た
看
護
婦
た
ち
の
姿
を
描
い
た

映
画
「NAGASAKI

」
が
上
映

さ
れ
た
。
会
場
に
は
映
画
を
見

る
た
め
に
大
勢
の
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
会
員
が
集
ま

り
、
上
映
前
と
上
映
後
に
は
、

場
外
に
展
示
さ
れ
た
原
爆
の
パ

ネ
ル
に
見
入
っ
て
い
た
。

米国人来場者に長崎について解説する鈴木市長

同日上映された映画「NAGASAKI」

長
崎
の
原
爆
投
下
と
そ
の
被
害
に
つ
い
て
紹
介
す
る
展
示
も

挨拶する馬場副知事

原
爆
投
下
の
被
害
と
セ
ッ
ト
で
平
和
訴
え

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
http://kkobo.com/
https://www.foodandwine.com/global-tastemakers-2026-11924158
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ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
ヴ
ァ
ン
ガ
ー

ド
に
通
い
慣
れ
る
人
間
か
ら
す

る
と
、
開
演
前
に
「
お
や
っ
」

と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。
客
席

か
ら
見
て
ス
テ
ー
ジ
の
左
端
が

ピ
ア
ノ
、
右
端
が
ド
ラ
ム
、
中

央
の
奥
に
ベ
ー
ス
、
そ
の
手
前

に
サ
ッ
ク
ス
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
。
通
常
、
演
奏
者
の
立
ち
位

置
が
そ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
で
、

サ
リ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ォ
ー
ト
ナ
ー

（
39
）
の
ト
リ
オ
が
出
演
す
る

4
月
中
旬
の
こ
の
夜
異
変
が
起

こ
っ
た
。
ピ
ア
ノ
が
中
央
、
そ

し
て
ド
ラ
ム
が
左
、
ベ
ー
ス
が

中
央
奥
か
ら
前
に
出
る
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
取
っ
て
い
た
。

　

フ
ォ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
ピ
ア

ニ
ス
ト
へ
の
注
目
度
は
、
こ
の

と
こ
ろ
上
向
き
状
態
に
あ
る
。

昨
年
発
表
の
『
サ
ザ
ン
・
ナ
イ

ツ
』
が
グ
ラ
ミ
ー
賞
で
ベ
ス

ト
・
ジ
ャ
ズ
・
イ
ン
ス
ト
メ
ン

タ
ル
・
ア
ル
バ
ム
に
輝
き
、
現

在
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
人
気
の
若

手
シ
ン
ガ
ー
、
サ
マ
ラ
・
ジ
ョ

イ
と
の
共
演
で
も
評
判
を
高
め

て
い
る
。
い
ま
ラ
イ
ブ
を
観
て

お
く
べ
き
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
の
ひ
と
り
、
と
言
っ
て

い
い
だ
ろ
う
。

　

冒
頭
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
位
置

に
つ
い
て
話
を
戻
す
と
、
演
奏

が
始
ま
り
、
ベ
ー
ス
担
当
と
ド

ラ
ム
担
当
が
し
き
り
に
ピ
ア
ノ

の
鍵
盤
へ
と
目
を
や
っ
て
い

た
。
演
奏
を
先
導
す
る
フ
ォ
ー

ト
ナ
ー
の
指
の
動
き
を
見
極

め
、
二
人
が
ア
ド
リ
ブ
を
始
め

た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
が
最
適
で
あ
る
の
が
理
解

で
き
た
。

サ
リ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ォ
ー
ト
ナ
ー

新元良一　No.13
　

そ
う
聞
く
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

に
よ
る
ワ
ン
マ
ン
な
演
奏
、
他

の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
と
っ
て

は
自
由
度
が
低
い
ラ
イ
ブ
と
想

像
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

う
し
た
印
象
は
な
い
。
フ
ォ
ー

ト
ナ
ー
の
演
奏
は
先
の
ア
ル
バ

ム
表
題
曲
〈
サ
ザ
ン
・
ナ
イ
ツ
〉

を
筆
頭
に
、
ジ
ャ
ズ
、
ソ
ウ
ル

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
多
い
。
広

く
知
ら
れ
る
楽
曲
か
ら
発
想
し

音
色
を
紡
ぐ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
指

先
に
、
ベ
ー
ス
と
ド
ラ
ム
の
担

当
者
た
ち
が
注
視
す
る
と
、
た

し
か
に
一
種
独
特
な
緊
張
感
が

生
ま
れ
る
。
だ
が
し
ば
ら
く
し

て
、
全
体
の
方
向
性
を
つ
か

み
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
身
の
ア
ド

リ
ブ
を
展
開
す
る
ふ
た
り
と
フ

ォ
ー
ト
ナ
ー
が
繰
り
出
す
息
の

合
っ
た
音
楽
が
、
緊
張
か
ら
解

き
放
た
れ
た
心
地
良
さ
を
も
た

ら
す
。

　

緊
張
と
緩
和
。
こ
の
相
反
す

る
感
覚
が
見
事
に
平
行
し
て
完

成
す
る
ジ
ャ
ズ
が
堪
能
で
き
る

ラ
イ
ブ
で
あ
っ
た
。（
了
）

（
に
い
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
、

作
家
、
写
真
も
）

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
サ
ン
セ
ッ

ト
パ
ー
ク
に
あ
る
日
本
文
化
発

信
の
複
合
商
業
施
設
の
ジ
ャ
パ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
、
10
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
、
施
設
内
の
中

庭
で
「
春
祭
り
」
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
徳
島
の
阿
波
踊
り
、
高

知
の
よ
さ
こ
い
、
鹿
児
島
や
沖

縄
の
民
謡
な
ど
日
本
各
地
の
伝

統
文
化
・
芸
能
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
に
紹
介
す
る
。 

　

中
で
も
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
と

し
て
登
場
す
る
「
長
崎
検
番
」

だ
。
長
崎
は
今
年
１
月
に
発
表

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
紙
の
「
２
０
２
６
年
に
行

く
べ
き
52
箇
所
」
に
選
出
さ
れ

話
題
を
呼
ん
で
お
り
、
長
崎
県

は
現
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
長
崎

観
光
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
渡
米
し
、
９
日

に
は
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
に
参

加
、
そ
し
て
翌
日
に
同
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、「
長
崎
検
番
」

に
よ
る
芸
妓
の
舞
踊
披
露
を
通

じ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
「
Ｎ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
の
周
知
活

動
を
展
開
す
る
。 

　

長
崎
は
、
遠
い
鎖
国
時
代
か

ら
日
本
唯
一
の
海
外
交
流
窓
口

と
し
て
、
洋
の
東
西
か
ら
文
物

を
と
り
入
れ
、
独
自
の
文
化
を

育
み
、
魅
力
溢
れ
る
街
と
し
て

発
展
し
て
き
た
。
そ
の
文
化
の

担
い
手
の
一
角
に
、
郷
土
芸
能

を
支
え
て
き
た
「
長
崎
検
番
」

が
あ
る
。
検
番
は
芸
妓
を
抱
え

る
置
屋
と
料
理
屋
の
中
間
に
立

っ
て
、
双
方
の
調
整
を
図
る
役

割
を
務
め
て
き
た
。
検
番
に
所

属
す
る
芸
妓
は
長
崎
の
伝
統
文

化
を
受
け
継
ぐ
担
い
手
と
し

て
、日
々
稽
古
に
励
み
な
が
ら
、

料
亭
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

踊
り
や
三
味
線
、
お
囃
子
な
ど

の
芸
を
披
露
し
て
い
る
。 

　

今
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
訪
れ

る
芸
妓
衆
は
、
梅
喜
久
、
三
勇
、

る
り
羽
、
す
ず
華
、
い
ち
果
、

弥
生
の
６
人
。「
長
崎
音
頭
」「
長

崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」
な
ど
全
４
曲

の
演
目
を
唄
、
三
味
線
、
お
囃

子
の
生
演
奏
に
合
わ
せ
て
芸
者

踊
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展

開
す
る
。
観
覧
は
無
料
。 

　

ま
た
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

5
月
５
日
の
子
供
の
日
に
ち
な

ん
だ
「
パ
ン
食
い
競
争
」、
そ

し
て
母
の
日
に
ち
な
ん
だ
「
親

子
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
も
開
催
。

ど
ち
ら
も
豪
華
景
品
を
用
意
し

て
お
り
参
加
者
を
募
集
中
。
ま

た
、
鹿
児
島
の
名
産
品
で
あ
る

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

活
動
す
る
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
、

伊
東
友
子
（
イ
ト
ウ
ユ
ウ
コ
）

が
5
月
6
日
（
水
）、
イ
ー
ス

ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア

ン
・
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ａ
」 （
二
番
街
78
番
地
、
電
話

３
３
２
・
２
６
８
・
８
３
８
４
） 

に
て
、
午
後
７
時
か
ら
９
時
30

分
ま
で
ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
。

　

当
日
は
ギ
タ
リ
ス
ト
の
ク
リ

ス
・
ベ
ス
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
を
迎

え
、
ボ
サ
ノ
バ
の
名
曲
を
中
心

に
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
映
画

音
楽
の
数
々
を
披
露
す
る
。
Ｍ

Ｅ
Ａ
Ｍ
Ａ
の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
は

https://meamanyc.com

。

ジ
ャ
ズ
歌
手

伊
東
友
子
6
日

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
木
川
貴

幸
が
5
月
16
日
（
土
）
午
後
18

時
よ
り
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
、
ノ
ー
ス
セ
ー
ラ
ム
所
在
の

ハ
モ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
＆
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
ス
ト
ロ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
で
ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
行

う
。
木
川
は
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
定
期
的
に
招
聘
さ
れ
て
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
毎
回
好
評
を
得

て
い
る
。
今
回
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ

ー
の
前
奏
曲
集
第
1
巻
・
第
2

巻
（
抜
粋
）、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
「
月
光
」
ソ
ナ
タ
、
シ

ョ
パ
ン
の
ノ
ク
タ
ー
ン
第
8

番
・
バ
ラ
ー
ド
第
1
番
ト
短

調
・
バ
ラ
ー
ド
第
4
番
ヘ
短
調

な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ
ア
ノ
名

曲
の
数
々
を
演
奏
す
る
。
終
演

後
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
あ
り
。
チ

ケ
ッ
ト
は
一
般
30
ド
ル
75
セ
ン

ト
、
ハ
モ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

メ
ン
バ
ー
25
ド
ル
63
セ
ン
ト
で

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト Taka Kigawa 

Piano Recital | Hammond-
Museum 

に
て
発
売
中
。

木
川
貴
幸

16
日
リ
サ
イ
タ
ル

ハ
モ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

５
月
10
日
に

春
祭
り

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で

長崎検番が来米

さ
つ
ま
い
も
を
使
用
し
た
焼
き

芋
の
試
食
会
、
フ
ー
ド
販
売
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
出
店

も
予
定
さ
れ
て
お
り
家
族
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
。
詳
細
は
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ

ッ
ジ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
で 

www.japanvillage.com
。

https://artofhaiku.org/
https://www.samuraimama.com/
https://www.uemurachiropractic.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
tel:2122136069
https://meamanyc.com
http://www.japanvillage.com
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ノ
ー
ス
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ

の
ひ
と
く
ち
ド
ー
ナ
ツ

　

米
国
で
車
が
普
及
し
始
め
た

１
９
２
０
年
代
、
信
号
機
は
交

差
点
の
ど
真
ん
中
に
設
置
さ
れ

て
い
た
。「
ダ
ミ
ー
ラ
イ
ト
」

と
呼
ば
れ
た
こ
の
信
号
機
は
事

故
の
原
因
に
な
り
危
険
だ
と
判

明
、
交
差
点
の
上
空
に
移
動
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は

全
米
各
地
に
数
千
基
も
設
置
さ

れ
て
い
た
ダ
ミ
ー
ラ
イ
ト
の
殆

ど
が
姿
を
消
し
た
が
、
Ｎ
Ｙ
州

で
は
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡

の
ク
ロ
ト
ン
・
オ
ン
・
ハ
ド
ソ

ン
、
ダ
ッ
チ
ェ
ス
郡
の
ビ
ー
コ

　

3
月
に
イ
ー
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
と
ブ
ロ
ン
ク
ス
ビ
ル
の
間
に

あ
る
ツ
イ
ン
レ
イ
ク
ス
・
パ
ー

ク
付
近
で
、
狂
犬
病
に
感
染
し

た
コ
ヨ
ー
テ
が
人
間
3
人
と
犬

2
匹
を
襲
撃
す
る
事
件
が
発

生
。
こ
れ
を
受
け
て
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
全
域
の
住
民
に
注

意
喚
起
が
な
さ
れ
た
。

　

安
全
対
策
と
し
て
①
食
料
の

管
理
。
ま
ず
は
コ
ヨ
ー
テ
に
餌

を
与
え
な
い
、
屋
外
に
ペ
ッ
ト

フ
ー
ド
を
置
か
な
い
、
ゴ
ミ
箱

の
残
飯
を
き
ち
ん
と
管
理
す

る
。
②
小
型
ペ
ッ
ト
は
屋
外
に

出
さ
な
い
（
特
に
夜
間
）。
遭

ン
、
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
郡
の
カ
ナ

ジ
ョ
ハ
リ
ー
の
3
箇
所
で
現
在

も
稼
働
中
。
２
０
０
７
年
、
ビ

ー
コ
ン
で
は
市
街
地
再
開
発
に

伴
い
、
ダ
ミ
ー
ラ
イ
ト
を
移
設

す
べ
き
か
ど
う
か
議
論
さ
れ
た

が
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
が
移
設

せ
ず
に
現
在
地
に
残
す
よ
う
強

く
求
め
た
。

Ｎ
Ｙ
田
舎
町
う
ん
ち
く
④

ダ
ミ
ー
ラ
イ
ト

イ
ー
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で

コ
ヨ
ー
テ
襲
撃
事
件

　

ノ
ー
ス
ホ
ワ
イ
ト
プ
レ
ー

ン
ズ
駅
近
く
の
ル
ー
ト
22
号

沿
い
に
2
年
ほ
ど
前
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
ル
ク
マ
ッ
ド
ネ

ス
」。
各
種
の
ペ
ス
ト
リ
ー
を

揃
え
た
ギ
リ
シ
ャ
風
ス
イ
ー

ツ
の
店
で
、
店
名
に
な
っ
て

い
る
ル
ク
マ
ッ
ド
ネ
ス
は
揚

げ
た
て
の
ひ
と
く
ち
サ
イ
ズ

の
ド
ー
ナ
ツ
に
お
好
み
の
フ

レ
ー
バ
ー
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

た
も
の
。
見
た
目
は
た
こ
焼

き
に
鰹
節
や
青
の
り
で
は
な

く
て
、
甘
い
ソ
ー
ス
が
か
か

っ
て
い
る
感
じ
。
注
文
を
受
け

て
か
ら
揚
げ
る
ド
ー
ナ
ツ
は
粉

っ
ぽ
く
な
く
歯
ご
た
え
さ
っ
く

り
。
シ
ナ
モ
ン
シ
ュ
ガ
ー
を
ま

ぶ
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
（
９
ド
ル

35
セ
ン
ト
）、
イ
チ
ゴ
、
バ
ナ

ナ
に
ヌ
テ
ラ
ソ
ー
ス
が
た
っ
ぷ

り
か
か
っ
た
写
真
の
フ
ル
ー
ツ

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
（
13
ド
ル
50
セ

ン
ト
）、
一
番
人
気
の
ピ
ス
タ

チ
オ
ヘ
ブ
ン
（
14
ド
ル
19
セ
ン

ト
）
な
ど
。
他
に
エ
ク
レ
ア
や

ボ
ン
ボ
ロ
ー
ネ
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ

ン
、
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
な
ど
の
ス

イ
ー
ツ
と
、
ラ
ン
チ
や
軽
食
向

け
の
各
種
パ
ニ
ー
ニ
と
サ
ラ
ダ

も
あ
る
。
す
っ
き
り
し
た
雰
囲

気
の
店
内
で
食
べ
て
も
良
し
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
て
も
良
し
。

遇
し
た
場
合
は
そ
の
場
に
立

ち
止
ま
り
、
体
を
大
き
く
見

せ
、
大
き
な
音
を
出
し
て
、
ゆ

っ
く
り
と
後
ず
さ
り
す
る
。
コ

ヨ
ー
テ
が
異
常
な
行
動
を
と

っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
場

合
、
ま
た
は
噛
ま
れ
た
場
合

は
、
地
元
の
警
察
ま
た
は
ウ
エ

ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
保
健
局

（
９
１
４
・
８
１
３
・
５
０
０
０
）

に
連
絡
す
る
。

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
公

園
や
森
林
地
帯
で
は
コ
ヨ
ー
テ

の
目
撃
例
は
珍
し
く
な
い
。
通

常
コ
ヨ
ー
テ
は
人
間
を
避
け
る

が
、
都
市
部
の
コ
ヨ
ー
テ
は
住

宅
街
の
暮
ら
し
に
慣
れ
て
し
ま

い
人
を
恐
れ
な
い
個
体
も
い
る

の
で
要
注
意
の
こ
と
。

　

こ
こ
数
年
、
暑
さ
厳
し
い
夏

が
続
い
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

だ
が
、
２
０
２
５
年
の
夏
は
記

録
的
な
「
猛
暑
」
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
長
期
天
気
予
報
や
天
文
デ

ー
タ
を
ま
と
め
た
年
鑑
「
オ
ー

ル
ド
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
ア
ル

マ
ナ
ッ
ク
」
に
よ
る
と
、
特
に

7
月
と
8
月
は
高
温
多
湿
で

焼
け
つ
く
よ
う
な
気
温
に
な

り
、
一
部
地
域
で
は
降
雨
量
が

増
加
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
の

こ
と
。
蒸
し
暑
い
夏
が
来
る
前

の
５
月
は
ハ
イ
キ
ン
グ
に
最
適

な
季
節
。
今
号
で
は
ホ
ワ
イ
ト

プ
レ
ー
ン
ズ
か
ら
車
で
約
2
時

間
、
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
山
地
に
あ

る
滝
を
目
指
す
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
ご
紹
介
。

　

キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
山
地
の
奥
深

く
、
人
里
離
れ
た
場
所
に
位
置

す
る
レ
キ
シ
ン
ト
ン
は
、
複
数

の
州
道
が
交
差
す
る
小
さ
な
町

で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
ど
こ
か

へ
行
く
途
中
に
通
過
す
る
だ

け
。
こ
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
か
ら

美
し
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ノ
ッ

チ
滝
へ
続
く
ト
レ
イ
ル
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
く

な
い
。
レ
キ
シ
ン
ト
ン
か
ら
滝

へ
行
く
に
は
2
つ
の
異
な
る

ル
ー
ト
が
あ
る
。
長
い
ル
ー

ト
が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ノ
ッ

チ
・
ロ
ー
ド
を
経
由
す
る
ル
ー

ト
で
全
長
4
マ
イ
ル
・
標
高
差

１
３
８
７
フ
ィ
ー
ト
・
難
易
度

中
級
、
短
い
ル
ー
ト
は
ス
プ
ル

ー
ス
タ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
か
ら

全
長
１
・
７
マ
イ
ル
・
標
高
差

２
２
３
フ
ィ
ー
ト
・
難
易
度
初

級
。

　

お
す
す
め
は
ス
プ
ル
ー
ス
タ

ウ
ン
・
ロ
ー
ド
を
通
る
ル
ー
ト

で
、
片
道
１
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
弱
の
長
さ
で
標
高
差
が
小
さ

い
の
に
加
え
て
、
道
沿
い
に
い

く
つ
も
の
小
さ
な
滝
が
あ
っ
て

景
観
も
良
い
。
滝
と
清
々
し
い

山
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
歩

い
て
行
く
と
木
製
の
橋
に
辿
り

着
く
。
こ
の
橋
の
下
に
あ
る
の

が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ノ
ッ
チ
滝

だ
。
い
く
つ
か
の
滝
が
集
ま
っ

て
で
き
た
こ
の
滝
は
落
差
が
小

さ
い
の
で
豪
快
さ
は
無
い
が
、

黙
っ
て
眺
め
て
い
る
と
心
が
落

ち
着
い
て
く
る
不
思
議
な
魅
力

が
あ
る
。
滑
っ
て
転
ば
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
な
が
ら
水
辺
に

降
り
て
、
し
ば
し
座
っ
て
み
よ

う
。
滝
の
流
れ
と
音
が
、
悩
み

や
疲
れ
た
心
を
癒
し
て
く
れ
る

に
違
い
な
い
。

　

ト
レ
イ
ル
の
難
易
度
は
初
級

だ
が
、
道
中
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

て
い
る
場
所
や
天
気
に
よ
っ
て

は
ぬ
か
っ
て
い
る
場
所
も
あ
る

た
め
ハ
イ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
着

用
が
お
す
す
め
。
他
に
水
、
虫

除
け
ス
プ
レ
ー
も
忘
れ
ず
に
。

繋
い
だ
犬
な
ら
同
行
可
。
駐
車

場
は
ス
プ
ル
ー
ス
ト
ン
ロ
ー
ド

（
郡
道
6
号
線
）
の
東
端
に
あ

る
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
約
8
〜

10
台
、
週
末
は
す
ぐ
に
満
車
に

な
る
た
め
早
め
に
到
着
を
。

初
夏
の
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
、
小
さ
な
滝
へ
導
く
ハ
イ
キ
ン
グ
へ

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
https://sushitatsuwp.com/
https://lukumadnesswp.com/
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１
９
２
５
年
に
誕
生
し
た
量

子
力
学
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
古

典
力
学
を
飲
み
込
み
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
対
理
論

を
母
体
に
急
速
に
発
展
し
て

き
た
。
１
９
６
０
年
代
以
降

の
業
績
が
、
１
９
９
０
年
代
、

２
０
０
０
年
代
に
観
測
で
証
明

さ
れ
、
い
く
つ
も
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
記

憶
に
新
し
い
。

　

量
子
力
学
誕
生
１
０
０
周
年

を
記
念
す
る
行
事
が
世
界
中
で

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た

学
術
書
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い

る
。
本
書
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
教
授
、

バ
ー
ク
レ
ー
理
論
物
理
学
セ
ン

タ
ー
所
長
。
ロ
ー
レ
ン
ス
・
バ

ー
ク
レ
ー
国
立
研
究
所
上
席
研

究
員
。
理
化
学
研
究
所
客
員
研

究
員
。
東
京
大
学
カ
ブ
リ
数
物

連
携
宇
宙
研
究
機
構
連
携
研
究

員
の
野
村
泰
紀
氏
に
よ
る
宇
宙

の
法
則
論
で
あ
る
。

　

我
々
の
存
在
す
る
宇
宙
は
、

膨
張
し
続
け
る
一
種
の
閉
じ
た

世
界
で
あ
る
。
な
の
で
、
こ
の

宇
宙
の
法
則
は
、
他
の
閉
じ
た

宇
宙
が
存
在
す
る
な
ら
ば
通
用

し
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
、
こ
の
宇
宙
で

は
、
光
の
速
度
（
ｃ
）
が
最
速

で
、
Ｅ
＝
ｍ
ｃ²

が
確
立
さ
れ

て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｅ
）

の
持
つ
速
度
が
落
ち
る
と
、
質

量
（
ｍ
）
を
も
つ
物
質
に
な

る
。
質
量
に
は
必
ず
重
力
が
発

生
す
る
の
で
、
こ
こ
で
ニ
ュ
ー

ト
ン
力
学
が
よ
み
が
え
る
の
だ

が
、我
々
は
宇
宙
に
漂
う
物
質
、

原
子
や
粒
子
ま
で
も
観
測
で
き

る
。
質
量
を
持
た
な
い
電
子
、

粒
子
も
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら

も
理
論
的
に
は
存
在
を
証
明
で

き
、
実
際
の
原
子
の
衝
突
の
観

測
で
も
証
明
さ
れ
た
。
日
本
で

有
名
な
の
が
、
小
柴
昌
俊
氏
、

梶
田
隆
章
氏
、
戸
塚
洋
二
氏
ら

の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
観
測
で
あ

る
。
こ
こ
ま
で
が
、
観
測
ま
で

で
き
て
い
る
宇
宙
の
５
％
の
範

囲
で
あ
る
。
だ
が
、
未
知
の
残

り
の
95
％
の
う
ち
25
％
は
粒
子

な
ど
の
物
質
で
で
き
て
い
て
、

70
％
は
純
粋
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
ま
で
が

分
か
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
自
分
の
手
柄
の
よ

う
に
書
い
て
き
て
恥
ず
か
し
い

の
だ
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て

は
理
解
で
き
て
も
、
そ
の
理
論

は
ま
る
で
お
と
ぎ
話
だ
。

　

例
え
ば
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
。

ベ
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
に
も
熱
力
学
に
基

づ
く
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
法
則
が

適
応
さ
れ
る
と
導
き
だ
し
た

が
、
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
は
熱
力
学

の
法
則
に
よ
り
熱
を
放
射
す
る

は
ず
だ
か
ら
、
全
て
を
吸
収
す

る
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
と
反
論
さ
れ
た
。
だ
が

ホ
ー
キ
ン
グ
は
、
量
子
力
学
に

よ
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
－

粒
子
を
吸
収
し
＋
粒
子
を
放
出

す
る
こ
と
を
導
き
出
し
、
熱
力

学
の
数
値
と
も
一
致
し
た
。
し

か
し
、
放
出
量
が
一
定
に
な
っ

て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る
「
情
報

消
失
」
の
結
果
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
後
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ

ー
理
論
へ
と
続
く
の
だ
が
、
ま

だ
部
分
的
で
し
か
な
い
。

　

な
ぜ
部
分
的
に
な
る
か
と
い

う
と
、
一
般
相
対
性
理
論
と
量

子
力
学
の
統
一
理
論
が
確
立
し

て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
特
殊
相
対
性

理
論
か
ら
出
発
し
た
よ
う
に
、

量
子
力
学
も
こ
の
場
合
、
こ
の

場
合
と
い
う
よ
う
に
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
の
よ
う
な
統
一
理
論
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ

ー
ル
に
も
一
般
相
対
性
理
論
で

は
計
算
し
え
な
い
特
異
点
が
存

在
す
る
。

　

さ
あ
、
こ
こ
ま
で
聞
い
て
、

燃
え
て
こ
な
い
か
い
？
我
こ
そ

が
統
一
理
論
を
確
立
さ
せ
て
、

宇
宙
の
謎
を
解
き
明
か
し
て
み

よ
う
ぞ
と
い
う
老
若
男
女
よ
、

頭
を
冴
え
さ
せ
、
心
を
素
直

に
、
わ
く
わ
く
し
て
待
っ
て
い

る
よ
。（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

多過ぎる宇宙のナゾ
野村 泰紀・著

 SB クリエイティブ新書・刊

■天国からの宅配便（柊サナカ、双葉文庫）依頼人の死後
に届けものをするサービス「天国宅配便」の配達人・七星
が贈るシリーズ第3弾。姉を許せないまま生き別れた女性
に届いた小包み。高校生が通う大好きな食堂の営業最終日。
子供の頃ファンレターを送った漫画家からの思いがけない
返事。心温まる4編とエピローグを収録。■白鷺立つ（住
田祐、文藝春秋）玉照院の師弟はやんごとなき秘密を抱え
ていた。天明飢饉の傷痕いまだ癒えぬ比叡山延暦寺に、失
敗すれば死といわれる千日回峰行を成し遂げようとする2
人の仏僧がいた。歴史に名を残すための闘いは、やがて業
火となり叡山を飲み込んでいく。第32回松本清張賞受賞
作。■喫茶おじさん（原田ひ香、小学館文庫）コーヒーと
その店の看板の味を楽しみながら各地を巡る純一郎には、
苦い過去がある。妻の反対を押し切り、退職金を注ぎ込ん
で始めた喫茶店を半年で潰したのだ。たくさんの問題を抱
えながら、男は今日も喫茶店へ向かう。閉ざされた夢の扉
は再び開かれるのか。滋味深いグルメ×老後×働き方小説。
■探偵小石は恋しない（森バジル、小学館）小石探偵事務
所の代表でミステリーオタクの小石は、名探偵のように華
麗に事件を解決する日を夢見ている。だが実際は9割9分
が不倫や浮気の調査依頼。それでも調査をこなすのは色恋
調査が「病的に得意」だから。相変わらず色恋案件ばかり
だが、思いもよらぬ事件が進行する。■ 60歳で離れる人、60歳からつきあ
う人（和田秀樹、PHP研究所）退職後の幸せを握るカギは、人間関係の整理
が9割だという。「定年を迎える60歳は人間関係のリセット期」と語る精神
科医の著者が、しがらみを手放し、自分らしくつながり直すためのヒントを
紹介する、実践的人生論。定年後の毎日が楽しくなる、人づきあいの整理術。
■この人生、前世のせいってことにしていいですか（辛酸なめ子、幻冬舎文庫）
心豊かな来世のために、辛酸なめ子は今日も静かに徳を積む。イルカ、天狗、
龍の逸話を求め、能力者たちに会いに行く。周波数で健康をチェックし、癒
しを求めて京都、沖縄、出雲を巡り、都市伝説の会にも参加する。スピリチュ
アルの最前線を追い続けたその先で彼女が見たものとは。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
「
天
国
宅
配
便
」
の
配
達
人
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
。
第
32
回
松
本
清
張
賞
受
賞
作
。
グ
ル

メ
と
老
後
と
働
き
方
が
テ
ー
マ
の
小
説
。
名
探
偵
を
夢
見
る
ミ
ス
テ
リ
ー
オ
タ
ク
。
定
年

後
の
人
づ
き
あ
い
の
整
理
術
。
辛
酸
な
め
子
の
試
行
錯
誤
の
記
録
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ア
マ
ゾ
ン
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ

ッ
ク
「
オ
ー
デ
ィ
ブ
ル
」
は
５

月
１
日
、
前
代
未
聞
の
本
の
な

い
書
店
「
オ
ー
デ
ィ
ブ
ル
・
ス

ト
ー
リ
ー
・
ハ
ウ
ス
」（
バ
ワ

リ
ー
２
６
０
番
地
）
を
１
か
月

限
定
で
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

オ
ー
デ
ィ
オ
・
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
に
特
化
し
た
同
店

は
、
ペ
ー
ジ
上
か
ら
引
き
出
し

た
物
語
に
没
入
し
体
感
で
き
る

と
い
う
。
陳
列
し
た
本
棚
を
物

色
す
る
代
わ
り
に
「
ス
ト
ー
リ

ー
・
タ
イ
ル
」
で
気
に
な
る
作

品
を
選
び
、
雰
囲
気
が
異
な
る

個
別
の
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ス
ペ
ー

ス
で
作
品
を
聴
き
入
る
こ
と
が

で
き
る
。
音
響
に
は
ド
ル
ビ
ー

ア
ト
モ
ス
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
に

は
ソ
ニ
ー
社
製
を
導
入
す
る
。

期
間
中
は
ブ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
や

ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
す
る
。
入
店
、
オ
ー
デ
ィ

オ
体
験
は
す
べ
て
無
料
だ
が
、

イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
は
有
料
、

事
前
予
約
が
必
要
と
な
る
。
同

店
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
詳
細
は

https://audiblestoryhouse.
com

を
参
照
す
る
。

オ
ー
デ
ィ
ブ
ル
が
期
間
限
定
店

本のない本屋

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://usa.kinokuniya.com/
https://audiblestoryhouse.com


（11） ［NY生活ウーマン］ 2026年（令和 8年）5月 2日（土）
　

今
年
も
Ｎ
Ｙ
の
至
る
所
で

美
し
い
桜
の
花
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
初

夏
の
爽
や
か
な
季
節
が
楽
し

み
で
す
ね
。

　

3
月
下
旬
、
あ
る
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
に
飾
ら
れ
た
桜
に
近
づ

く
と
強
い
花
の
香
り
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
桜
の
花
の

香
り
と
言
っ
て
も
、
か
す
か
な

花
の
香
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
香

り
、
あ
る
い
は
桜
餅
に
代
表
さ

れ
る
桜
葉
の
香
り
で
し
か
な

か
っ
た
の
で
、
甘
く
優
美
な
は

っ
き
り
と
認
識
で
き
る
香
り

に
大
変
驚
き
ま
し
た
。
サ
ク
ラ

は
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
亜
科
サ
ク

ラ
属
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
一
般

的
に
野
生
種
の
桜
の
花
は
香

り
が
強
く
、
甘
く
パ
ウ
ダ
リ
ー

な
フ
ロ
ー
ラ
ル
感
を
特
徴
と

す
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
フ
ル
ー
テ

ィ
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
ラ
ル

感
が
特
徴
の
オ
オ
シ
マ
ザ
ク

ラ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
交
配

に
よ
り
さ
ら
に
特
徴
的
な
香

り
を
持
つ
品
種
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
面
白
い
こ
と

に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
系
も
オ
オ

シ
マ
ザ
ク
ラ
系
も
香
り
成

分
の
数
や
種
類
に
差
は
少

な
い
も
の
の
、
そ
の
成
分

の
バ
ラ
ン
ス
の
差
が
香
り

の
違
い
に
影
響
し
て
い
ま

す
。
さ
わ
や
か
な
フ
ロ
ー

ラ
ル
感
の
リ
ナ
ロ
ー
ル
が

中
心
の
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

系
、
一
方
で
甘
い
パ
ウ
ダ

リ
ー
感
を
与
え
る
ア
ニ
ス

ア
ル
デ
ヒ
ド
や
バ
ニ
リ
ン

な
ど
の
貢
献
度
が
高
い
甘

く
優
雅
で
パ
ウ
ダ
リ
ー
な

桜
の
香
り
。
日
本
で
は
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
出
現
ま
で
「
匂
い

桜
」
と
呼
ば
れ
る
香
り
高
い
桜

も
大
切
に
扱
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
花
弁
も
少
な
く
派
手

さ
の
な
い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
甘

い
香
り
に
対
し
、
何
百
本
も
群

を
な
し
て
咲
き
誇
る
桜
に
も

し
強
い
香
り
が
あ
っ
た
と
し

ら
そ
の
場
に
い
る
の
が
ち
ょ

っ
と
息
苦
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ

Ｙ
に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク

ラ
ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ

ン
ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合

を
実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

112

www.nyseikatsu.com

桜
の
花
の
香
り

　

日
本
語
は
、
ひ
ら
が
な
、
カ

タ
カ
ナ
、
漢
字
の
３
種
類
の
文

字
を
使
う
。
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に

使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

３
種
類
が
入
り
混
じ
っ
て
使
わ

れ
る
。
日
本
人
で
あ
れ
ば
当
た

り
前
に
使
っ
て
い
る
こ
の
日
本

語
の
文
字
を
、
日
本
語
圏
以
外

の
人
に
英
語
で
説
明
す
る
小
冊

子
を
こ
の
ほ
ど
作
っ
た
。
文
字

は
四
角
い
マ
ス
目
の
中
心
に
書

く
こ
と
や
、習
字
で
よ
く
習
う
、

ハ
ネ
や
ト
メ
な
ど
、
活
字
の
タ

イ
ポ
グ
ラ
フ
と
し
て
の
解
説

が
、語
学
書
と
し
て
で
は
な
く
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
し
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
あ
り
、
日
本

人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
出
版
関
係

者
が
み
た
ら
き
っ
と
興
味
を
示

し
そ
う
な
内
容
だ
。

　

髙
坂
美
桜
さ
ん
は
、

１
９
９
９
年
東
京
生
ま
れ
。
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点
に
活
動

す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
だ
。
高
校
か
ら
米
バ
ー

モ
ン
ト
州
の
高
校
に
留
学
し
、

２
０
２
３
年
に
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ

ン
ド
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
デ

ザ
イ
ン
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
学
部
を
卒
業
。
米
国
で 

エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、

展
示
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
領
域
を
横
断
し
な
が

ら
、
米
大
手
点
字
表
示
デ
ザ
イ

ン
会
社
に
勤
め
な
が
ら
、
自
己

表
現
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
を
探

求
、
２
０
２
５
年
春
に
大
学
時

代
の
仲
間
３
人
で
独
立
し
、
デ

ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
、
小
指
ス
タ

ジ
オ
（Koyubi Studio

）
を

設
立
。
同
社
の
発
起
人
と
し
て

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
ア
ー

ト
や
デ
ザ
イ
ン
を
作
っ
て
世
界

に
シ
ェ
ア
し
て
い
る
。

　

中
国
人
の
母
親
と
日
本
人
の

父
親
の
間
に
生
ま
れ
た
髙
坂
さ

ん
は
、
父
親
が
病
気
の
た
め
、

生
ま
れ
て
す
ぐ
中
国
の
母
方
の

デ
ザ
イ
ン
は
国
境
越
え
る
深
夜
特
急

グラフィックデザイナー

　髙坂 美桜さん

祖
母
に
預
け
ら
れ
て
幼
少
期
を

北
京
で
過
ご
し
た
。
小
学
１
年

の
時
に
日
本
に
帰
国
し
て
５
年

生
か
ら
中
学
３
年
ま
で
再
び
北

京
暮
ら
し
と
な
り
高
校
進
学
を

き
っ
か
け
に
留
学
、来
米
し
た
。

　
「
異
な
る
文
化
や
言
語
の
デ

ザ
イ
ン
を
横
断
し
な
が
ら
、
ど

こ
か
ひ
と
つ
の
地
域
に
収
ま
ら

な
い
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
探
求

し
て
い
ま
す
。
独
立
出
版
を
通

じ
て
、
異
国
で
の
日
常
生
活
や

通
勤
中
の
小
さ
な
出
来
事
、
自

己
の
変
容
と
い
っ
た
個
人
的
な

体
験
を
記
録
し
再
構
成
す
る
こ

と
が
私
の
実
践
の
中
心
に
あ
り

ま
す
」
と
話
す
。

　

12
歳
の
時
に
読
ん
だ
沢
木
耕

太
郎
の
『
深
夜
特
急
』
に
感
動

し
、
大
学
生
の
20
歳
の
時
に
香

港
か
ら
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
ま

で
陸
路
で
旅
を
し
た
。
国
境
を

ま
た
ぐ
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
ま
で
は

飛
行
機
で
日
米
、
日
中
を
何
度

も
行
き
来
し
て
、
飛
行
機
で
着

い
て
ド
ア
を
開
け
た
ら
全
く
別

世
界
と
い
う
体
験
だ
っ
た
の

が
、陸
路
で
国
境
を
越
え
る
と
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
な
ど
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
う
に
人
種
が
移
り
変
わ
っ
て

い
く
の
を
実
体
験
し
て
、
自
我

が
芽
生
え
る
時
に
身
を
も
っ
て

国
境
を
越
え
る
こ
と
の
意
味
を

味
わ
っ
た
。
そ
れ
が
今
の
仕
事

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

将
来
の
夢
は
「
Ｎ
Ｙ
を
拠
点

に
し
な
が
ら
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
の
場
所
に
旅
に
出
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
旅
の
体
験
を
元

に
紀
行
文
を
書
き
、
デ
ザ
イ
ン

と
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
作
品
を
作

る
の
が
夢
で
す
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ン
や
エ
デ
ィ
ト
リ

ア
ル
デ
ザ
イ
ン
に
と
ど
ま
ら

ず
、
表
現
の
領
域
を
ど
ん
ど
ん

広
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
り
多
様
な
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
ワ
ー
ク
に
挑
み
た
い
で
す

ね
」
と
話
す
。

　

世
の
中
が
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
現
代
、
Ａ
Ｉ
で
は
な
い

リ
ア
ル
な
絵
や
手
書
き
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
ど
が
再
び
見
直
さ

れ
る
揺
り
戻
し
が
き
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
と
い
う
。
自
分
が

身
体
と
し
て
存
在
し
て
い
る
意

味
は
何
か
。
Ｚ
世
代
の
模
索
は

続
き
そ
う
だ
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

 

絵
・
古
舘
み
ど
り

http://www.ojfd.com
http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.maliliko.com
http://www.nyseikatsu.com
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
莊 

真
校
長
）
中
等

部
で
は
、
４
月
15
日
（
水
）
に

新
７
年
生
を
迎
え
る
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
日
に
向
け
て
、
新

８
・
９
年
生
は
昨
年
度
３
月
か

ら
企
画
や
準
備
を
進
め
て
き

た
。
当
日
は
、
お
絵
か
き
伝
言

ゲ
ー
ム
や
爆
弾
ゲ
ー
ム
な
ど
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て

中
等
部
全
員
の
交
流
を
深
め
、

８
・
９
年
生
の
先
輩
か
ら
は「
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
私
た
ち
に
聞

い
て
く
だ
さ
い
」「
こ
れ
か
ら

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
い
っ
た
頼
も
し
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

新
７
年
生
か
ら
は
「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
」「
先
輩
方
が
優

し
く
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の

学
校
生
活
に
明
る
い
見
通
し
を

も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
来
月
に

は
中
等
部
で
の
宿
泊
学
習
を
予

定
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
向
け
て
中
等
部
全
員
の
絆

を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
４
月
17
日
（
金
）
に

は
初
等
部
で
「
１
年
生
を
迎
え

る
会
」
を
行
っ
た
。
６
年
生
が

中
心
と
な
り
、
１
年
生
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
明
る
く
温

か
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
企
画
・
運
営
に
取
り

組
ん
だ
。
各
学
年
も
協
力
し
、

折
り
紙
や
校
歌
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ゲ
ー
ム

な
ど
を
通
し
て
新
入
生
を
温
か

く
迎
え
た
。
会
の
中
で
は
、
１

年
生
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
優

し
く
声
を
か
け
る
姿
が
見
ら

れ
、
学
校
全
体
の
思
い
や
り
が

感
じ
ら
れ
る
和
や
か
な
時
間
と

な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

       

初
等
部
・
中
等
部
で

交
流
深
め
る
「
迎
え
る
会
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
で

は
、
4
月
10
日
（
金
）
に
行
わ

れ
た
入
学
式
に
合
わ
せ
て
桜
の

木
の
植
樹
式
を
開
催
し
た
。
心

地
良
い
青
空
が
広
が
る
中
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
、
来
賓
ら
約

１
５
０
人
が
参
加
し
、
学
校
と

地
域
社
会
、
そ
し
て
日
米
両
国

の
友
好
が
今
後
も
深
ま
る
こ
と

を
願
っ
た
。

　

今
回
植
え
ら
れ
た
桜
の
苗
木

は
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
郡
日

米
協
会
（
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
会
長
）
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も
の
。
同
校
が
昨
年

開
校
50
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
、
桜
の
植
樹
に
適
し
た

4
月
に
実
施
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。

　

式
典
で
は
、森
本
校
長
が「
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
建
国
２
５
０

年
を
迎
え
る
節
目
で
も
あ
り
、

日
米
両
国
の
友
好
関
係
が
長
く

続
く
と
と
も
に
、
本
校
が
位
置

す
る
グ
リ
ニ
ッ
チ
の
地
元
住
民

の
皆
さ
ま
と
信
頼
関
係
を
築
く

象
徴
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
大

変
う
れ
し
く
思
う
」
と
挨
拶
し

た
。

　

続
い
て
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー

会
長
は
、
3
月
に
高
市
首
相
が

訪
米
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
に

桜
が
贈
ら
れ
た
出
来
事
に
触

れ
、
桜
が
日
米
の
絆
を
象
徴
す

る
存
在
で
あ
る
と
の
思
い
を
示

し
た
。
そ
の
後
、
同
校
が
施
設

を
借
用
し
て
い
る
セ
ン
ト
キ
ャ

サ
リ
ン
教
会
の
フ
ァ
ザ
ー
・
ダ

ン
が
祝
辞
を
述
べ
、
地
域
と
し

て
日
本
人
学
校
を
温
か
く
支
え

て
い
く
姿
勢
を
伝
え
た
。

　

会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
や

来
賓
、
保
護
者
、
教
職
員
が
順

番
に
苗
木
の
根
元
に
土
を
盛

り
、
桜
が
校
庭
に
し
っ
か
り
と

根
付
く
よ
う
願
い
を
込
め
た
。

児
童
か
ら
は
「
僕
た
ち
が
こ
の

学
校
で
大
き
く
育
っ
た
よ
う

に
、
こ
の
桜
の
木
に
も
大
き
く

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
聞

か
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
入
学
式
で

日米友好の
桜を植樹

https://jp.kennedyinternational.org/
https://alto-edu.com/
http://www.seido.com
mailto:summerschool@nyikuei.org
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東
海
地
区
へ
の
帰
国
を
考
え

て
い
る
日
本
国
籍
の
生
徒
（
中

学
１
年
〜
中
学
３
年
）
を
対
象

に
、
名
古
屋
市
に
あ
る
、
名
古

屋
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
が
、

夏
の
体
験
入
学
「
プ
レ
エ
ン
ト

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す

る
。

　

当
該
学
年
の
ク
ラ
ス
に
体
験

授
業
と
し
て
参
加
し
、
通
常
の

学
校
生
活
や
行
事
を
通
じ
て
同

校
の
教
育
活
動
へ
理
解
を
深
め

る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
高
校
生

の
参
加
も
可
能
。

　

5
月
中
旬
か
ら
7
月
中
旬

（
試
験
期
間
中
な
ど
、
一
部
期

間
を
除
く
）
の
約
2
週
間
、
同

学
年
の
ク
ラ
ス
に
所
属
し
、
一

般
の
生
徒
と
同
じ
時
間
割
を

受
講
（
テ
ス
ト
を
除
く
）
す

る
。
ま
た
、
希
望
者
は
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
授
業
見
学
や
部
活
動

へ
の
参
加
ま
た
は
見
学
が
で
き

る
。
詳
細
はhttps://www.

nihs.ed.jp/entrance/back/
entry-654.html

参
照
す
る
。

   

名
古
屋
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校

夏
の
体
験
入
学
参
加
者
募
集

「
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
天
理
文

化
協
会
日
本
語
学
校
（
西

13
丁
目
43
番
地
Ａ
、
電
話
・

２
１
２
・
６
４
５
・

２
８
０
０
）
で
は
、

日
本
語
教
師
養
成
講

座
を
開
講
す
る
。
短

期
間
の
う
ち
に
基
礎

知
識
を
身
に
つ
け
、

そ
の
知
識
を
活
か
し

て
実
践
に
移
す
こ
と
が
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
日
本
語
を
教

え
た
経
験
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
参
加
可
能
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、「
日

本
語
教
師
の
役
割
、
コ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン 

」「
教
授
法 

」「
日
本

語
文
法
」「
日
本
語
の
音
声
、

文
字
、
語
彙 

」「
教
案
作
成
」。

　

期
間
は
7
月
20
日
（
月
）
か

ら
7
月
25
日
（
土
）
ま
で
。
午

後
の
ク
ラ
ス
は
午
後
1
時
か
ら

4
時
、 

夜
の
ク
ラ
ス
は
午
後
6

時
か
ら
8
時
。
25
日
は
午
後

1
時
か
ら
4

時 

（
午
後
・
夜

の
ク
ラ
ス
合

同
） 

。
授
業
料

は
午
後
の
ク
ラ

ス
３
０
０
ド

ル
（
18
時
間
）、

夜
の
ク
ラ
ス
２
２
０
ド
ル
（
13

時
間
・
模
擬
授
業
な
し
） 

問
い

合
わ
せ
はE-mail  tci@tenri.

org 

ま
で
。

日
本
語
教
師
養
成
講
座
を
開
講

Ｎ
Ｙ
天
理
文
化
協
会
日
本
語
学
校

　

東
京
―
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
こ
の
夏
、
新
た
に
「
Ｎ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
始

す
る
。
ア
メ
リ
カ
に
い
な
が
ら

日
本
の
文
化
や
習
慣
を
体
験
で

き
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た

る
仲
間
と
の
出
会
い
の
機
会
を

提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　

同
キ
ャ
ン
プ
は
、
日
本
に
ル

ー
ツ
は
な
い
が
将
来
的
に
日
本

へ
の
留
学
を
希
望
す
る
子
ど
も

や
、
日
本
文
化
に
関
心
を
持
つ

家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
企
画

さ
れ
た
。
参
加
に
あ
た
っ
て
の

事
前
準
備
に
つ
い
て
も
英
語
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

参
加
者
は
、
同
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が

毎
夏
実
施
し
て
い
る
伝
統
あ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

す
る
。
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の

ス
タ
ッ
フ
が
生
活
を
共
に
し
、

日
常
生
活
か
ら
各
種
活
動
ま
で

を
サ
ポ
ー
ト
。
ま
た
、
日
本
文

化
を
体
験
で
き
る
多
彩
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
も
用
意
さ
れ
て

い
る
。

　

現
在
参
加
を
募
集
し
て
い
る

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
７
月
12
日
か

ら
24
日
ま
で
の
12
泊
13
日
と
、

７
月
26
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で

の
12
泊
13
日
の
２
つ
の
期
間
で

実
施
さ
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
はE

メ
ー
ル

tokyo-info@frostvaleey.org 

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トwww.ymcatfv.org

NAKAMAキャンプ
参加者を募集中
東京－フロストバレーYMCA

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
で
は
、

４
月
21
日
、
初
等
部
の
「
１
年

生
を
迎
え
る
会
」
と
「
ス
ク
ー

ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」を
実
施
し
た
。

　

１
年
生
は
６
年
生
と
手
を
つ

笑
顔
が
増
え
て
い
っ
た
。
自
己

紹
介
で
は
、
一
人
一
人
が
名
前

や
好
き
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と

伝
え
、
立
派
に
あ
い
さ
つ
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
人
学
校
の
一
員
と
し
て

NY日本人学校
入学記念のピクニック
初等部1年生を迎える会

の
第
一
歩
を
、
し
っ
か
り
と
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

午
後
に
は
、
春
の
穏
や
か
な

日
差
し
の
中
で
「
ス
ク
ー
ル
ピ

ク
ニ
ッ
ク
」
を
行
っ
た
。
６
年

生
が
中
心
と
な
り
、
異
学
年
で

編
成
さ
れ
た
縦
割
り
班
ご
と

に
、
お
弁
当
や
お
や
つ
を
囲
み

な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。
そ
の

後
は
、
６
年
生
が
準
備
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
年
を
越
え
た

交
流
を
通
し
て
、
児
童
同
士
の

つ
な
が
り
が
一
層
深
ま
る
一
日

と
な
っ
た
。

な
い
で
入
場
し
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
会
が
始
ま
っ
た
。

初
め
は
緊
張
し
た
様
子
も
見
ら

れ
た
が
、
在
校
生
に
よ
る
演
奏

や
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し
む
う
ち

に
、
次
第
に
表
情
も
ほ
ぐ
れ
、

https://miray109.com/
tel:2014616502
http://www.jeiny.org/
mailto:tokyo-info@frostvaleey.org
mailto:tokyo-info@frostvaleey.org
mailto:tokyo-info@frostvaleey.org
mailto:tokyo-info@frostvaleey.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
https://www.nihs.ed.jp/entrance/back/entry-654.html
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今
回
は
コ
ン
フ
リ
ク
ト
解
決

に
役
立
つ「
ト
ラ
ン
セ
ン
ド（
超

越
）
法
」
を
紹
介
し
ま
す
。
コ

ン
フ
リ
ク
ト
と
は
、
相
反
す
る

立
場
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

が
両
立
で
き
な
い
状
態
の
こ
と

で
す
。
人
間
関
係
で
は
「
い
さ

か
い
」
と
呼
び
ま
す
。
ト
ラ
ン

セ
ン
ド
法
は
国
際
平
和
学
者
ガ

ル
ト
ゥ
ン
グ
氏
に
よ
り
提
唱
さ

れ
た
、
双
方
が
満
足
い
く
形
で

コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
解
決
で
き
る

Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ
型
の
解
決
法

で
、
世
界
の
戦
争
・
紛
争
等
の

コ
ン
フ
リ
ク
ト
を
和
解
へ
と
導

い
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
日

常
的
な
対
人
上
の
コ
ン
フ
リ
ク

ト
解
決
に
も
使
わ
れ
、
様
々
な

関
係
の
改
善
に
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　

人
間
関
係
に
こ
の
方
法
を
用

い
る
と
、
相
反
す
る
目
的
を
持

ち
対
立
す
る
人
同
士
が
（
例
え

ば
物
を
ね
だ
る
子
と
拒
否
す
る

親
）、
そ
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の

背
後
に
あ
る
相
手
の
感
情
や
心

の
ニ
ー
ズ
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、互
い
に
理
解
・

共
感
し
あ
う
こ
と
で
、
双
方
の

目
的（
そ
の
品
を
買
う
か
否
か
）

を
超
越
し
た
形
で
、
両
者
が
満

足
す
る
解
決
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

例
を
あ
げ
る
と
、
Ａ
子
は
友

人
の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
に
来
て

い
く
ブ
ラ
ン
ド
服
を
買
え
と
き

き
ま
せ
ん
。
前
か
ら
高
価
な
物

を
ね
だ
る
こ
と
が
多
く
、
ダ
メ

だ
と
言
う
と
執
拗
に
癇
癪
を
起

こ
し
ま
す
。
親
は
「
絶
対
買
わ

な
い
」
と
譲
り
ま
せ
ん
。
さ
て

こ
の
親
子
は
ど
の
よ
う
に
、
互

い
に
満
足
い
く
形
で
こ
の
コ
ン

フ
リ
ク
ト
を
解
決
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
子
供
の
要
求
の
裏
に

ど
ん
な
心
情
が
あ
る
か
、
な
ぜ

そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
る
の
か
を
考

え
ま
す
。
家
や
学
校
で
の
そ
の

子
の
立
場
や
周
り
と
の
関
係
、

コ
ン
フ
リ
ク
ト
前
後
の
環
境
の

変
化
、
ス
ト
レ
ス
要
因
、
ま
た

子
ど
も
の
気
質
や
性
格
に
も
目

を
向
け
ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
子
供
の
視
点
に
立
ち
、
彼

ら
の
気
持
ち
や
ニ
ー
ズ
を
理
解

す
る
よ
う
試
み
ま
す
。

　

Ａ
子
の
一
見
我
儘
と
見
え
る

要
求
の
背
後
に
は
傷
つ
い
た
気

持
ち
や
見
捨
て
ら
れ
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。
も
と
も
と
繊
細
で

傷
つ
き
や
す
い
気
質
で
す
。
勉

強
嫌
い
で
成
績
は
今
ひ
と
つ
、

優
等
生
の
姉
と
比
較
さ
れ
叱

ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
Ａ

子
は
、「
親
は
姉
の
ほ
う
が
大

事
」、「
自
分
は
い
つ
か
見
捨
て

ら
れ
る
」
と
い
う
不
安
を
ず
っ

と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
よ
い
行

動
で
大
人
の
関
心
を
引
け
な
い

Ａ
子
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
我

儘
や
問
題
行
動
で
親
の
注
意
を

引
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
の
理
不
尽
な
要
求
を
受
け
入

れ
て
も
ら
う
こ
と
で
親
の
愛
情

を
確
認
で
き
る
と
い
う
行
為
が

無
意
識
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
姉
が
不
登
校

と
な
り
親
の
関
心
は
ほ
ぼ
全
て

姉
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
姉
を
元
気
づ
け
る
た

め
高
い
靴
を
買
い
与
え
た
こ
と

が
Ａ
子
の
ジ
ェ
ラ
シ
ー
や
寂
し

さ
を
増
幅
さ
せ
ま
し
た
。
Ａ
子

は
自
分
も
愛
さ
れ
て
い
る
と
確

認
し
た
い
気
持
ち
か
ら
、
高
い

服
を
買
わ
せ
る
こ
と
に
固
執
し

て
い
た
の
で
す
。
ま
た
普
段
友

人
に
対
し
劣
等
感
が
あ
る
Ａ
子

は
、
皆
が
集
ま
る
場
に
ブ
ラ
ン

ド
服
を
着
て
い
く
こ
と
で
自
信

を
奮
い
立
た
せ
た
い
気
持
ち
も

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
親
が
気
づ

け
れ
ば
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

「
そ
ん
な
思
い
さ
せ
て
た
の
か
、

悪
か
っ
た
」
と
い
う
Ａ
子
へ
の

共
感
が
生
ま
れ
、「
Ａ
子
も
お

姉
ち
ゃ
ん
と
同
じ
よ
う
に
大
事

だ
よ
」
と
い
う
い
た
わ
り
や
愛

情
を
伝
え
る
言
葉
が
出
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自

分
の
気
持
ち
が
理
解
・
受
容
さ

れ
、
親
の
愛
情
を
実
感
で
き
れ

ば
、
Ａ
子
は
服
を
買
わ
せ
る
こ

と
に
執
着
せ
ず
に
す
み
ま
す
。

そ
し
て
「
大
変
な
時
に
わ
が
ま

ま
言
っ
て
悪
か
っ
た
」
と
反
省

の
気
持
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
「
服
を

買
う
か
否
か
」
の
対
立
を
超
越

し
た
、
親
子
双
方
に
満
足
で
き

る
解
決
法
が
見
え
て
く
る
の
で

す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
に
不
安

な
Ａ
子
の
た
め
に
、
喜
ば
れ
そ

う
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
家
族
一
緒

に
考
え
る
な
ど
の
工
夫
も
で
き

る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
Ａ

子
は
服
を
買
わ
せ
る
よ
り
も
ず

っ
と
親
の
愛
情
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
結
果
、
家
族
の

間
に
新
た
な
信
頼
が
芽
生
え
、

関
係
も
改
善
さ
れ
る
Ｗ
ｉ
ｎ
―

Ｗ
ｉ
ｎ
型
の
解
決
が
可
能
と
な

る
の
で
す
。

　

成
功
の
鍵
は
、
目
に
見
え
る

相
手
の
要
求
や
目
的
の
背
後
に

あ
る
脆
い
感
情
や
心
の
ニ
ー
ズ

に
ど
れ
だ
け
目
を
向
け
、理
解
・

共
感
で
き
る
か
に
あ
り
ま
す
。

子
供
の
問
題
行
動
や
要
求
の
裏

に
ど
ん
な
心
情
が
あ
る
か
、
親

が
時
に
立
ち
止
ま
り
考
え
て
み

る
こ
と
、
そ
し
て
時
間
を
か
け

て
子
ど
も
の
言
い
分
を
聞
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
た
と
え
自
分

の
価
値
観
や
考
え
と
は
違
っ
て

い
て
も
、
子
供
が
置
か
れ
た
立

場
に
立
っ
て
、
彼
ら
の
視
点
か

ら
物
事
を
見
よ
う
と
す
る
親
側

の
柔
軟
性
や
努
力
も
非
常
に
大

切
で
す
。
是
非
ト
ラ
ン
セ
ン
ド

法
を
お
試
し
く
だ
さ
い
（
完

了
）。
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　jt22461007@yahoo.co.jp

 おだいじに
よくある症状を
カイロで改善（11）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
春
は
、
昨

日
は
半
袖
、
今
日
は
コ
ー
ト
と

い
う
日
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
急
な
気
温
差
の
中
で
、

実
は
体
は
無
意
識
に
大
き
な
調

整
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

寒
い
日
は
体
を
縮
め
、
暖
か

い
日
は
緩
め
る
―
―
こ
の
繰
り

返
し
に
よ
っ
て
、
筋
肉
や
関
節

の
バ
ラ
ン
ス
が
少
し
ず
つ
崩
れ

て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

そ
の
不
調
、「
な
ん
と
な
く
の
違
和
感
」
で
終
わ
ら
せ
て
い
ま
せ
ん
か
？

̶

気
温
差
で
崩
れ
る
体
の
バ
ラ
ン
ス̶

の
結
果
、「
な
ん
と
な
く
体
が

重
い
」「
首
や
腰
に
違
和
感
が

あ
る
」
と
い
っ
た
は
っ
き
り
し

な
い
不
調
と
し
て
現
れ
る
の
で

す
。

　

こ
う
し
た
状
態
は
痛
み
が
強

く
な
い
た
め
見
過
ご
さ
れ
が
ち

で
す
が
、
放
置
す
る
こ
と
で
姿

勢
や
動
き
方
の
ク
セ
が
定
着

し
、
後
々
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
寒
暖
差
は
自
律
神

経
に
も
影
響
し
や
す
く
、
疲
れ

や
す
さ
や
回
復
の
遅
れ
を
感
じ

る
原
因
に
な
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
時
期
は
、
体
を
一
度
リ

セ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
意
識
が
大

切
で
す
。
軽
い
運
動
や
ス
ト
レ

ッ
チ
で
体
を
動
か
す
こ
と
に
加

え
、
違
和
感
が
続
く
場
合
は
早

め
に
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
不
調
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

小
さ
な
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節

を
快
適
に
過
ご
す
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

上
村
レ
オ
Ｄ
Ｃ

上
村
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク 

www.uemurachiropractic.
com
Shockwave

・EMTT

・

非

手
術
的
脊
椎
減
圧
（Spinal 

Decompression

）
な
ど
の
最

先
端
機
器
を
駆
使
し
、
痛
み
の

根
本
改
善
を
追
求
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
も
拠
点
を
持
つ
。

　

Ｎ
Ｙ
市
教
育
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｅ
）

は
21
日
、
同
市
公
立
学
校
の

２
０
２
６
―
27
学
年
度
の
日
程

を
公
表
し
た
。

　

同
ス
ク
ー
ル
・
カ
レ
ン
ダ
ー

に
よ
る
と
、
今
秋
の
始
業
日
は

９
月
10
日
（
木
）
で
１
年
前
と

比
べ
て
６
日
遅
い
。
新
学
年
度

の
初
日
は
通
常
、
９
月
の
第
１

月
曜
の
レ
イ
バ
ー
・
デ
ー
後
の

木
曜
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
年

は
９
月
が
火
曜
始
ま
り
で
あ
る

こ
と
か
ら
レ
イ
バ
ー
・
デ
ー
は

７
日
（
月
）、
従
っ
て
始
業
日

も
後
倒
し
と
な
る
。
保
護
者
た

ち
か
ら
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

が
８
月
中
に
終
わ
る
た
め
始
業

日
ま
で
の
期
間
の
子
供
の
ケ
ア

に
関
す
る
悩
み
の
声
が
す
で
に

あ
が
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
州
法
は

１
年
間
の
指
導
日
を
１
８
０
日

と
義
務
付
け
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｙ

市
で
は
教
師
の
指
導
向
上
の
た

め
の
研
修
が
３
日
間
で
あ
る
た

め
、
生
徒
の
実
際
の
登
校
日
は

１
７
７
日
間
と
な
る
。
同
市
の

１
日
の
修
業
時
間
は
６
時
間
20

分
で
、
国
内
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
。

　

そ
の
ほ
か
来
学
年
度
の
一
部

の
注
意
点
は
次
の
通
り
。
11
月

３
日
の
エ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
デ

ー
（
一
般
選
挙
の
日
）
は
昨
年

と
異
な
り
リ
モ
ー
ト
授
業
に
な

る
。
３
月
26
日
の
グ
ッ
ド
・
フ

ラ
イ
デ
ー
（
聖
金
曜
日
）
は
休

校
日
だ
が
イ
ー
ス
タ
ー
（
復
活

祭
）
翌
日
の
29
日
（
月
）
は
登

校
日
と
な
る
。
パ
ス
オ
ー
バ
ー

（
過
越
）週
間
の
４
月
22
日（
木
）

―
30
日
（
金
）
は
す
べ
て
休
校
。

今
年
は
ユ
ダ
ヤ
教
の
新
年
祭
り

ロ
ー
シ
ュ
・
ハ
ッ
シ
ャ
ー
ナ
ー

は
９
月
11
日
（
金
）
夕
―
13

日
（
日
）
の
週
末
、
ヒ
ン
ズ
ー

教
の
デ
ィ
ワ
ー
リ
ー
（
光
の
祭

り
）
は
11
月
８
日
の
日
曜
、
27

年
の
旧
正
月
は
２
月
の
ミ
ッ
ド

ウ
ィ
ン
タ
ー
休
暇
と
重
な
り
、

ジ
ュ
ー
ン
テ
ィ
ー
ン
ス
は
６
月

19
（
土
）
の
週
末
の
た
め
休
校

日
は
設
け
な
い
。
そ
の
ほ
か
の

来
学
年
度
の
日
程
の
詳
細
は

https://www.schools.nyc.
gov/calendar/2026-2027-
school-year-calendar

を
参

照
す
る
。

新
学
年
度
は
遅
い
始
ま
り

保
護
者
を
悩
ま
す

　

し
か
し
あ
っ
と
い
う
間
に
も

う
半
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
ま

す
。
今
年
も
ま
た
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
や
ハ
ワ
イ
ホ
ノ
ル
ル

フ
ェ
デ
バ
ル
や
国
連Event

な

ど
と
気
が
休
ま
る
日
が
な
い
で

す
ね
。
つ
い
こ
の
間
は
長
女
と

孫
と
で
別
府
の
温
泉
に
初
め
て

旅
行
し
ま
し
た
。
丁
度
娘
の
誕

生
日
で
も
あ
り
楽
し
い
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
長

女
が
生
ま
れ
て
ア
レ
か
ら
40
年

で
人
生
は
あ
っ
と
言
う
間
で

す
。
仕
事
は
充
分
に
や
っ
て
き

た
つ
も
り
で
も
家
庭
人
と
し
て

は
今
の
令
和
男
子
み
た
い
に
妻

や
子
供
に
は
寄
り
添
っ
て
こ
れ

な
か
っ
た
事
に
反
省
の
日
々
で

す
ね
。
子
供
が
成
人
し
て
何
年

も
経
っ
て
迷
い
の
縁
に
居
る
と

き
に
「
父
さ
ん
が
い
つ
も
居
る

か
ら
ね
」
と
簡
単
に
励
ま
し
た

と
き
に
「
父
さ
ん
は
家
に
は
い

つ
も
居
な
か
っ
た
じ
ゃ
ん
！
」　

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
地
方
の
モ
ラ
ル 83

と
言
わ
れ
た
時
に
は
確
か
に
仕

事
仕
事
で
ず
ー
と
生
き
て
来
た

自
分
に
ひ
た
す
ら
反
省
の
念
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

僕
ら
の
世
代
と
言
う
と
言
い

訳
に
な
り
ま
す
が
ひ
た
す
ら
接

待
文
化
の
日
々
が
毎
日
毎
晩
毎

夜
と
過
去
の
バ
ブ
ル
期
に
は
続

き
１
日
何
軒
も
さ
ま
よ
う
訳
で

す
、
私
は
お
酒
は
全
く
の
下
戸

な
の
で
す
が
そ
れ
で
も
毎
夜
と

接
待
す
る
側
に
立
っ
て
ま
し

情
政
治
の
利
得
斡
旋
や
パ
ー
テ

ィ
ー
で
の
資
金
集
め
が
大
っ
ぴ

ら
な
仕
事
で
お
金
や
票
を
稼
ぐ

事
し
か
や
り
ま
せ
ん
で
し
た

ね
。
私
が
選
挙
秘
書
頃
の
半
世

紀
近
く
も
前
の
話
し
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
政
治
に
税
金
を
投
入

す
る
よ
う
に
な
り
そ
れ
ら
の
全

て
が
違
法
に
な
り
世
の
中
は
浄

化
さ
れ
て
来
ま
し
た
よ
ね
。

　

社
会
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

が
厳
し
く
な
り
人
に
無
神
経
な

事
は
例
え
身
内
で
も
家
族
で
も

そ
れ
は
違
法
、
違
反
と
な
り
世

の
中
は
良
き
方
向
に
進
ん
で
き

た
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

闇
に
隠
れ
た
事
柄
も
あ
る
で
し

ょ
う
ね
。

　

今
は
唐
津
に
毎
月
帰
り
東
京

と
2
極
生
活
し
て
る
と
特
に
地

方
に
感
じ
ま
す
ね
。
表
面
上
は

変
わ
っ
て
も
根
本
の
と
こ
ろ
で

は
50
年
も
前
か
ら
と
然
程
変
わ

ら
ぬ
男
女
の
文
化
も
あ
り
ま
す

ね
。
特
に
地
方
の
祭
り
や
行
事

と
な
る
と
男
性
陣
は
飲
み
会
中

心
で
御
婦
人
は
台
所
で
食
事
を

つ
く
る
と
50
年
前
か
ら
変
わ
ら

ぬ
男
女
の
生
活
文
化
が
あ
り
ま

す
ね
。
日
本
に
は
ま
だ
男
系
男

子
天
皇
や
女
系
天
皇
の
考
え
を

大
に
し
て
言
う
知
識
人
も
い
ま

す
が
ま
だ
根
強
い
根
本
に
あ
る

保
守
性
は
か
わ
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
ね
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は

パ
ワ
ハ
ラ
、
モ
ラ
ハ
ラ
、
セ
ク

ハ
ラ
を
無
意
識
に
起
こ
さ
ぬ
よ

う
に
慎
重
に
生
き
抜
い
て
行
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
中

で
自
分
の
価
値
あ
る
仕
事
を
認

識
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
ね
。

　
（
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の

街
振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事

長
）

た
。
從
っ
て
娘
の
言
っ
た
言
葉

は
た
だ
し
く
心
を
グ
ッ
サ
リ
刺

さ
れ
た
感
じ
で
す
。
55
歳
く
ら

い
で
離
婚
を
し
て
１
人
暮
ら
し

に
な
り
当
然
の
如
く
食
事
の
家

事
、
炊
事
、
掃
除
な
ど
1
人
で

や
る
よ
う
に
な
っ
て
そ
の
大
変

さ
が
わ
か
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ

に
育
児
と
仕
事
と
な
る
と
主
婦

で
仕
事
す
る
人
の
大
変
さ
が
わ

か
り
ま
す
。
接
待
や
社
内
つ
き

あ
い
の
飲
み
会
な
ど
で
家
は
妻

任
せ
で
は
無
責
任
で
し
た
よ

ね
。
そ
う
言
う
時
代
の
日
々
で

し
た
。
今
と
な
っ
て
は
反
省
の

日
々
で
す
よ
ね
。
今
の
夫
は
家

事
、
育
児
、
掃
除
、
炊
事
と
主

体
的
に
や
っ
て
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
い
い
方
向
に
時
代
は
向

か
っ
て
ま
す
。
政
治
の
世
界
に

し
て
も
昔
の
選
挙
は
自
前
で
や

っ
て
た
の
で
何
で
も
あ
り
で
陳
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 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

ぼ
く
は
こ
の
夏
に
、
家
族

と
い
っ
し
ょ
に
大
阪
関
西
万

博
へ
行
き
ま
し
た
。

　

さ
い
初
は
駅
へ
行
っ
て
、

電
車
に
乗
り
ま
し
た
。
電
車

は
満
員
電
車
で
、
多
く
の
人

達
は
ぼ
く
ら
と
同
じ
万
博
行

き
の
人
達
で
し
た
。

　

目
的
地
の
駅
に
、
万
博
の

バ
ス
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
達
は
、
七
時
四
十
分
の

万
博
行
き
バ
ス
ラ
イ
ン
に
な

ら
び
ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
っ

た
二
十
分
後
ぐ
ら
い
に
そ
う

大
に
広
が
る
大
屋
根
リ
ン
グ

が
見
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
人
が
流
れ
て
い

る
西
ゲ
ー
ト
で
大
阪
万
博
が

開
く
の
を
待
っ
て
一
時
間
、

つ
い
に
中
へ
入
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
パ
ビ

リ
オ
ン
を
回
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
す
ご
か
っ
た
の
は
、

大
阪
ヘ
ル
ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ

ン
で
す
。
こ
の
パ
ビ
リ
オ
ン

は
、
二
十
五
年
後
の
自
分
が

見
ら
れ
る
未
知
の
体
験
が
で

き
る
す
ば
ら
し
い
場
所
で
す
。

今
の
自
分
の
じ
ょ
う
ほ
う
か

ら
、
AI
が
顔
を
作
る
ら
し
い

で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
自
分
が
未
来

に
な
り
た
い
す
が
た
を
入
力

す
る
と
、
そ
れ
に
あ
っ
た
サ

プ
リ
が
出
て
く
る
機
械
が
あ

っ
た
り
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

様
々
な
て
ん
じ
さ
れ
て
い
る

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
感
動
し
ま

し
た
。

　

大
阪
万
博
に
は
、
わ
く
わ

く
や
、
楽
し
み
が
つ
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
万
博
へ
行

け
る
こ
と
を
、
ね
が
っ
て
い

ま
す
。  

              （
滞
米
４
年
７
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

　

僕
が
大
切
に
し
て
い
る
言

葉
は「
自
分
を
信
じ
る
」で
す
。

こ
の
言
葉
を
選
ん
だ
理
由
は
、

ア
メ
リ
カ
の
現
地
校
で
あ
っ

た
最
初
の
出
来
事
に
あ
り
ま

す
。

　

現
地
校
で
の
最
初
の
日
、

み
ん
な
の
会
話
に
な
か
な
か

入
れ
な
か
っ
た
り
、
英
語
を

あ
ま
り
話
し
た
り
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
休

み
時
間
や
授
業
中
で
も
英
語

で
の
会
話
や
授
業
に
つ
い
て

い
け
ず
、
み
ん
な
が
言
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
ら
ず
に
、

発
言
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
現
地

校
で
の
生
活
だ
け
で
は
な
く
、

部
活
や
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
で
も
同
じ
で
、
最
初
は

話
し
か
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や

何
を
話
し
た
ら
い
い
の
か
分

か
ら
ず
に
、
友
達
と
会
話
す

る
の
が
す
ご
く
難
し
く
感
じ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
勇
気
を
出
し
て 

“Hello” 

や “Nice to meet 
you” 

と
い
っ
た
、
簡
単
な
言

葉
や
、
自
分
が
知
っ
て
い
る

事
を
一
言
だ
け
話
し
か
け
て

み
た
ら
、
み
ん
な
笑
顔
で
返

事
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
瞬
間
、
心
に
た
ま
っ
て
い

た
不
安
や
緊
張
が
一
気
に
解

け
て
い
く
感
じ
が
し
ま
し
た
。

そ
の
時
僕
は
、
話
し
か
け
る

の
が
怖
か
っ
た
り
、
話
し
か

け
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
ら

な
く
て
も
、
ま
ず
自
分
を
信

じ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
も
話
し
か
け
る
の
が
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
友
達
が
た
く
さ
ん

で
き
て
、
授
業
で
は
多
く
の

発
言
を
し
、
休
み
時
間
に
は

友
達
と
会
話
も
い
っ
ぱ
い
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
学
校
の
部
活
や
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
も
数
多
く

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
今
は
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
は
、
日
本
語
学

校
で
の
生
活
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。
失
敗
を

恐
れ
て
し
ゃ
べ
ら
な
い
の
で

「思い出の大阪万博」
　　　　　　ニュージャージー補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　　　　長島　虎太郎

「
自
分
を
信
じ
る
」

　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
上
　
剣
士

「
新
し
い
家
族
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
﨑
　
恵
麻

　

わ
た
し
の
す
き
な
物
は
、

ペ
ッ
ト
で
か
っ
て
い
る
カ
メ

の
コ
コ
で
す
。
手
に
の
る
ぐ

ら
い
の
小
さ
な
カ
メ
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
コ
コ
は
、
ロ
シ

ア
リ
ク
ガ
メ
で
す
。
リ
ク
ガ

メ
は
、
海
ガ
メ
と
ち
が
っ
て
、

水
の
中
で
く
ら
し
ま
せ
ん
。
リ

ク
で
く
ら
し
ま
す
。
コ
コ
は

土
の
中
で
く
ら
し
て
い
ま
す
。

れ
い
血
動
物
な
の
で
、
水
そ

う
の
上
に
温
か
く
し
て
く
れ

る
ラ
ン
プ
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

コ
コ
の
家
の
中
に
は
、
小

さ
い
池
と
ロ
ッ
グ
と
、
小
さ

い
ど
う
く
つ
が
入
っ
て
い
ま

す
。
コ
コ
が
生
活
し
や
す
い

よ
う
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
コ
は
、
レ
タ
ス
を
食
べ

ま
す
。
時
々
、
ご
ほ
う
び
や

は
な
く
、
ま
ず
自
分
を
信
じ
て

小
さ
な
こ
と
で
も
意
見
を
言
っ

て
み
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、

友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
、
授
業

や
学
校
行
事
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

卒
業
式
が
終
わ
っ
た
ら
、
僕

は
中
学
校
へ
と
進
み
ま
す
。
中

学
校
で
は
、
今
ま
で
経
験
し
て

き
た
事
よ
り
も
も
っ
と
難
し
い

事
や
大
変
な
事
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
、
現
地
校
で
の

最
初
の
日
の
経
験
を
生
か
し

て
、
次
の
中
学
校
で
も
「
自
分

を
信
じ
る
」
と
い
う
事
を
大
切

に
し
て
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
て
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　   （
滞
米
８
か
月
）

　

太
陽
が
ま
ぶ
し
い
七
月
の

朝
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
連

絡
が
届
い
た
。
の
ぞ
き
こ
む

と
大
好
き
な
叔
母
さ
お
り
ち

ゃ
ん
の
写
真
だ
っ
た
。
け
れ

ど
何
か
が
ち
が
っ
た
。
い
つ

も
ど
お
り
ひ
ま
わ
り
の
よ
う

な
笑
顔
。
い
つ
も
ど
お
り
の

メ
ッ
シ
ュ
が
入
っ
た
サ
ラ
サ

ラ
の
黒
い
髪
。
何
も
か
も
同

じ
だ
っ
た
。
な
ぜ
か
い
つ
も

と
ふ
ん
い
き
が
ち
が
う
。
私

は
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

ち
ら
り
と
顔
を
上
げ
て
お
母

さ
ん
を
見
た
。
お
母
さ
ん
の

顔
は
い
つ
も
よ
り
笑
顔
だ
っ

た
。
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
私

に
言
っ
た
。「
来
年
の
夏
に
さ

お
り
ち
ゃ
ん
結
婚
す
る
ん
だ

っ
て
。
だ
か
ら
夏
休
み
日
本

に
行
く
ん
だ
よ
」。

　

日
本
に
行
く
と
聞
い
た
と

き
は
嬉
し
か
っ
た
が
、
結
婚

と
い
う
言
葉
が
頭
に
入
っ
た
。

あ
わ
て
て
写
真
を
見
る
と
、

写
真
の
中
に
は
、
も
う
一
つ

の
笑
顔
が
あ
っ
た
。
見
た
こ

と
の
な
い
男
の
人
が
い
た
。

私
は
暗
い
顔
に
な
っ
た
。「
ど

う
か
し
た
。」
お
母
さ
ん
が
言

っ
た
。「
な
ん
で
も
な
い
よ
。」

笑
顔
で
返
し
な
が
ら
走
っ
て

二
階
へ
行
っ
た
。
ま
ず
椅
子

に
座
っ
て
落
ち
着
か
せ
た
。

少
し
休
ん
で
考
え
な
お
し
た
。

あ
の
男
の
人
と
結
婚
す
る
ん

だ
。
写
真
の
中
に
い
る
二
人

の
顔
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

さ
お
り
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
と
男

の
人
の
笑
顔
は
違
っ
た
。
さ

お
り
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
は
ひ
ま

わ
り
み
た
い
だ
っ
た
。
男
の

人
の
顔
は
、
お
っ
と
り
し
て

い
た
。
結
婚
す
る
人
、
き
ら

い
か
も
。

　

そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た

ら
時
間
が
た
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
勉
強
し
て
る
？
何
し
て
い
る

の
。」
お
母
さ
ん
の
声
が
聞
こ

え
た
。「
今
行
く
よ
。」
私
は

そ
う
返
事
を
し
て
、
あ
わ
て

な
が
ら
勉
強
道
具
を
持
っ
て

一
階
に
も
ど
っ
た
。
大
好
き

な
さ
お
り
ち
ゃ
ん
が
結
婚
す

る
の
か
あ
と
思
う
と
、
少
し

い
や
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

季
節
が
す
ぎ
て
ま
た
夏
に

な
っ
た
。
七
月
が
始
ま
っ
て

二
週
間
た
っ
た
こ
ろ
、「
パ
ッ

キ
ン
グ
し
て
。」
お
母
さ
ん
の

声
が
家
中
に
ひ
び
い
た
。
そ

う
だ
っ
た
。
さ
お
り
ち
ゃ
ん

の
結
婚
式
に
出
る
た
め
に
日

本
に
行
く
ん
だ
。
結
婚
式
で

着
る
服
と
ふ
だ
ん
着
を
一
階

に
持
っ
て
い
っ
た
。

　
「
暑
い
」。
空
港
か
ら
出
た

と
き
熱
風
が
私
の
体
に
し
み

こ
ん
だ
。
二
週
間
後
は
結
婚

式
。
さ
お
り
ち
ゃ
ん
に
会
え

る
と
思
っ
た
ら
う
れ
し
く
な

っ
た
。

　

結
婚
式
の
会
場
は
デ
ィ
ズ

ニ
ー
シ
ー
の
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。

「
今
か
ら
さ
お
り
ち
ゃ
ん
が
く

る
よ
。」
と
お
母
さ
ん
が
言
っ

た
。
数
分
後
本
当
に
さ
お
り

ち
ゃ
ん
が
結
婚
相
手
を
連
れ

て
私
達
の
泊
ま
っ
て
い
る
部

屋
に
来
た
。「
た
い
ち
ゃ
ん
だ

よ
。」
さ
お
り
ち
ゃ
ん
が
言
っ

た
。
あ
の
写
真
を
思
い
出
す
。

お
っ
と
り
し
て
い
た
笑
顔
が

今
そ
こ
に
い
る
。
そ
れ
が
叔

父
の
た
い
ち
ゃ
ん
。

　
「
は
じ
め
ま
し
て
。」
た
い
ち

ゃ
ん
が
言
っ
た
。
そ
の
後
二

人
と
話
し
て
い
る
間
に
気
付

い
た
。
た
い
ち
ゃ
ん
は
お
っ

と
り
タ
イ
プ
の
人
じ
ゃ
な
く

て
、
面
白
い
人
だ
っ
た
。
さ

す
が
私
の
大
好
き
な
さ
お
り

ち
ゃ
ん
が
選
ん
だ
人
だ
。
写

真
だ
け
見
て
、
こ
の
人
き
ら

い
か
も
と
思
っ
た
こ
と
を
私

は
反
省
し
た
。
そ
こ
で
思
っ

た
。
私
は
大
好
き
な
さ
お
り

ち
ゃ
ん
を
取
ら
れ
る
の
が
い

や
だ
っ
た
だ
け
な
ん
だ
。
結

婚
式
で
の
二
人
は
本
当
に
き

れ
い
だ
っ
た
。
そ
の
時
幸
せ

そ
う
な
二
人
を
見
て
私
は
う

れ
し
く
感
じ
た
。
大
好
き
な

家
族
が
ひ
と
り
増
え
て
私
も

う
れ
し
い
。
今
で
は
早
く
ま

た
二
人
に
会
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。          （
滞
米
３
年
）

お
や
つ
に
イ
チ
ゴ
を
あ
げ
ま

す
。
コ
コ
は
イ
チ
ゴ
が
大
す
き

で
す
。
お
さ
ん
ぽ
に
つ
れ
て
い

く
と
、
草
や
た
ん
ぽ
ぽ
を
食
べ

ま
す
。
食
べ
て
い
る
す
が
た
が

と
て
も
か
わ
い
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
か

ら
コ
コ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
コ

コ
の
こ
う
ら
の
ま
ん
な
か
に
あ

る
に
こ
ち
ゃ
ん
の
も
よ
う
が
大

す
き
で
す
。
わ
た
し
は
コ
コ
の

こ
と
が
大
す
き
で
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
９
年
）

「
わ
た
し
の
す
き
な
物
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
イ
リ
ー
　
ソ
フ
ィ
ア
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2026年（令和 8年）5月 2日（土） ［LIVING in USA］　　（16  ）

　

ウ
ォ
ー
ル
街
の
中
心
に
そ
び
え
る
歴
史
的
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

「One W
all Street

」
は
、
格
式
と
最
先
端
の
快
適
性
が
融
合

し
た
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
だ
。
金
融
街
と
し

て
知
ら
れ
る
こ
の
エ
リ
ア
は
、
近
年
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
が
充
実
し
、
住
環
境
と
し
て
も
大
き
く

進
化
し
て
い
る
。
ハ
ド
ソ
ン
川
や
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
沿
い
の

遊
歩
道
も
近
く
、
都
会
に
い
な
が
ら
開
放
感
あ
ふ
れ
る
暮
ら

し
を
楽
し
め
る
。
さ
ら
に
地
下
鉄
の
主
要
ラ
イ
ン
が
利
用
可

能
で
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
や
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

抜
群
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
16
階
に
位
置
す
る
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
（
約

67
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
部
屋
。
効
率
性
を
追
求
し
た
レ
イ
ア
ウ

ト
と
洗
練
さ
れ
た
内
装
が
魅
力
で
、
想
定
賃
料
は
６
７
０
０

ド
ル
で
5
月
下
旬
以
降
の
入
居
が
可
能
だ
。

　

ド
ア
ス
タ
ッ
フ
の
常
駐
や
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
ホ
ワ

イ
ト
グ
ロ
ー
ブ
サ
ー
ビ
ス
と
も
言
え
る
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
、
高
級
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
「Life Time

」
の
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
付
帯
。
さ
ら
に
38
階
に
あ
る
ジ
ム
や
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
を
一
望
す
る
75
フ
ィ
ー
ト
の
屋
内
プ
ー
ル
、
居
住

者
専
用
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
ホ
テ
ル
ラ
イ
ク
な
共
用
施
設
が

日
常
を
よ
り
豊
か
に
彩
る
。
さ
ら
に
広
々
と
し
た
テ
ラ
ス
や

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
な
ど
も
完
備
さ

れ
、
幅
広
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
。
都
心
で
ワ
ン
ラ
ン

ク
上
の
暮
ら
し
を
実
現
し
た
い
人
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
９
０
１
・
７
１
５
５
、

Ｅ
メ
ー
ルnokahata@redacinc.com

　

岡
畠
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
／
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
住
宅
部
）

ウォール街のランドマークビルに住む

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
春
の
風
物

詩
と
し
て
親
し
ま
れ
る
メ
イ
シ

ー
ズ
百
貨
店
本
店
（
６
番
街
34

丁
目
）の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
が
、

今
年
も
5
月
10
日
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
51
回
目
を
迎
え
る

今
回
は
「Homegrown

」
を

テ
ー
マ
に
、
店
内
各
所
が
色
鮮

や
か
な
花
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
彩
ら
れ
、
訪
れ
る
人
々

に
季
節
の
訪
れ
を
告
げ
て
い

る
。

　

今
年
は
7
月
に
控
え
る
建
国

２
５
０
周
年
を
意
識
し
、
ア
メ

リ
カ
各
地
の
庭
園
文
化
を
モ
チ

ー
フ
に
構
成
。
来
場
者
は
、
五

感
を
通
じ
て
全
米
を
巡
る
よ
う

な
没
入
型
の
体
験
を
楽
し
め

る
。
会
場
で
は
、
伝
統
的
な
園

芸
美
か
ら
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン

ま
で
、
多
様
な
花
の
表
現
が
広

が
り
、
都
会
の
中
心
で
自
然
の

魅
力
を
再
発
見
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
注
目
は
、Valentino 

Beauty

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
企
画
。
人
気
フ
レ
グ
ラ
ン

ス
「
ボ
ー
ン
・
イ
ン
・
ロ
ー

マ
」
に
着
想
を
得
た
特
設
空
間

で
は
、
香
り
と
花
の
演
出
を
組

み
合
わ
せ
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の

部
屋
が
並
び
、
ロ
ー
マ
の
宮
殿

を
巡
る
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
え

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
や

サ
ン
グ
ラ
ス
ブ
ラ
ン
ド
と
の
提

携
展
示
や
限
定
グ
ッ
ズ
販
売
も

行
わ
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
ア

ー
ト
体
験
を
同
時
に
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

メ
イ
シ
ー
ズ
百
貨
店
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

米
建
国
２
５
０
年
祭
を
テ
ー
マ
に

バ
レ
ン
チ
ノ
の
香
り
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

　　　 ニューヨークもい
よいよバーベキューの
季節。定番の炭火グリ
ルとしておすすめした
いのが、ウェーバー オ
リジナル・ケトル 22
インチ チャコールグリ
ル（149 ドル）。熱を
逃がさない磁器仕上げ
の蓋とボウルで安定し
た火力を保ち、ダンパ
ー操作で温度調整も簡
単。最大 13個のバー
ガーを同時に焼ける広
さに加え、ワンタッチ
清掃で後片付けもスム

ーズ。頑丈な作りと移動に便利なホイール付きで扱いやす
く、週末のアウトドアやホームパーティーに最適。本格的
な炭火の味を手軽に楽しめる一台だ。www.homedepot.com

バーベキューの季節到来
定番の炭火グリル
Weber
Original Kettle
 22 in.  $149

https://www.redacinc.com/
mailto:nokahata@redacinc.com
http://www.homedepot.com
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ハ
ン
タ
ー
大
学
の
学
生
が
授

業
の
一
環
で
４
月
27
日
、
大
学

に
隣
接
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

警
19
分
署
を
訪
問
し
、
交
流
茶

会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
サ
ウ
ス
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ア
フ
ェ

ア
ー
ズ
巡
査
部
長
の
ジ
ョ
エ

ル
・
モ
ッ
ト
ラ
氏
は
じ
め
、
19

分
署
の
ノ
リ
ー
ン
・
ラ
ザ
ル
ス

署
長
ら
警
察
官
た
ち
が
客
人
と

し
て
学
生
た
ち
の
お
茶
の
お
点

前
を
受
け
た
。

　

学
生
が
菓
子
や
ふ
く
さ
の
使

い
方
、
茶
碗
の
持
ち
方
、「
お

先
に
失
礼
し
ま
す
」
の
言
葉
掛

け
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
指
導

担
当
の
コ
ー
ル
阿
部
真
理
教
諭

が
、
茶
道
に
お
け
る
心
得
を
四

字
で
表
し
た
「
和
敬
静
寂
」
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　
「
和
」
は
主
人
と
客
が
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
場
を
和
ま
せ
る

こ
と
。「
敬
」
は
相
手
を
思
い

や
り
、
互
い
に
尊
重
し
敬
う
心

を
持
つ
こ
と
。「
清
」
は
心
の

清
ら
か
さ
と
、
茶
室
や
道
具
の

清
浄
さ
を
保
つ
こ
と
。「
寂
」は
、

わ
び
茶
の
美
意
識
を
示
し
、
心

静
か
で
落
ち
着
い
た
状
態
を
示

す
な
ど
の
説
明
に
警
察
官
た
ち

は
、熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。　

　

19
分
署
長
の
ラ
ザ
ル
ス
署

長
は
、
１
９
９
８
年
か
ら

２
０
０
１
年
ま
で
日
本
政
府
が

海
外
か
ら
若
手
外
国
人
を
公
立

学
校
の
英
語
教
師
助
手
や
地
方

自
治
体
補
助
職
員
と
し
て
招
聘

す
る
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
３

年
間
、
京
都
の
舞
鶴
で
暮
ら
し

た
経
験
が
あ
る
日
本
通
。
当
日

も
「
と
て
も
素
晴
ら
し
い
体
験

で
、
ず
い
ぶ
ん
昔
に
な
り
ま
す

が
日
本
で
過
ご
し
た
日
々
を
思

い
出
し
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い

た
。
ま
た
、
同
分
署
で
補
助
警

察
部
副
警
部
の
会
田
秀
樹
さ
ん

（
56
）
も
参
加
し
、「
ア
メ
リ
カ

の
警
察
官
が
、
日
本
文
化
に
親

し
む
良
い
機
会
と
な
っ
た
。
先

生
方
、
職
員
の
方
々
、
学
生
皆

さ
ん
の
日
本
文
化
に
対
す
る
敬

愛
に
、
署
長
共
々
深
く
御
礼
申

し
上
げ
た
い
」と
喜
ん
で
い
た
。

　

当
日
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
の
相
真
紀
子
広
報
セ

ン
タ
ー
長
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会

議
所
の
前
田
正
明
専
務
理
事
も

招
待
客
と
し
て
同
席
し
た
。
ま

た
当
日
は
北
米
伊
藤
園
か
ら

「
お
ー
い
お
茶
」
な
ど
の
ボ
ト

ル
２
０
０
本
が
お
茶
会
へ
の
支

援
と
し
て
警
察
官
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。

NYPD警察官に感謝の茶会
ハンターカレッジの大学生

67 丁目の19分署を訪問してお点前披露

学生からお茶を受け取るNYPD19分署のラザルス署長

署長と記念撮影するハンター大学のみなさんと阿部教諭

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
https://able-nw.com/newyork/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://snsrealty.com/
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
mailto:hello@libret.com
https://qrco.de/bekbQo
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皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
縁
あ

っ
て
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
執
筆

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
瀧

波
雅
彦
（
た
き
な
み
・
ま
さ
ひ

こ
）
と
申
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
東
北
地
方
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン

で
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
＆
旅
行
企

画
ほ
か
、
旅
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
こ
と
の
案
内
係
を
し
て
い
ま

す
。
旅
行
業
一
筋
で
米
国
東
海

岸
各
都
市
や
シ
カ
ゴ
、
フ
ロ
リ

ダ
、
シ
ア
ト
ル
と
渡
り
歩
き
、

最
後
は
中
学
３
年
間
を
過
ご
し

た
仙
台
に
似
て
い
る
ボ
ス
ト
ン

に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
は
、
野
球
チ
ー
ム
レ

ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
や
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
な
ど
世
界
に
誇
れ
る
も
の

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
ま
た
海
が

綺
麗
な
の
で
美
味
し
い
ロ
ブ
ス

タ
ー
と
ウ
ニ
や
カ
キ
が
楽
し
め

ま
す
。
日
本
の
東
北
地
方
み
た

い
に
と
て
も
の
ど
か
な
、
緑
の

多
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な
中

で
日
々
手
に
入
れ
る
旅
の
情

報
、
世
界
を
回
っ
て
お
ス
ス
メ

で
き
る
と
思
っ
た
場
所
、
趣
味

で
あ
る
野
球
の
こ
と
、
毎
日
の

仕
事
や
生
活
で
感
じ
た
こ
と
、

そ
し
て
こ
れ
は
人
に
紹
介
し
て

も
い
い
な
と
思
う
現
地
の
ナ
マ

情
報
な
ど
を
気
楽
に
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
地
元
ボ
ス
ト
ン
が

世
界
に
誇
れ
る
も
の
の
一
つ
、

大
リ
ー
グ
「
ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド

ソ
ッ
ク
ス
」
の
観
戦
ガ
イ
ド
を

数
回
に
分
け
て
お
伝
え
し
ま

す
。

　

ボ
ス
ト
ン
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
Ｎ
Ｂ
Ａ
）
や
ア
イ

ス
ホ
ッ
ケ
ー
（
Ｎ
Ｈ
Ｌ
）
ア
メ

フ
ト
（
Ｎ
Ｆ
Ｌ
）
な
ど
様
々
な

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
戦
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
ボ
ス
ト

ン
近
郊
の
各
カ
レ
ッ
ジ
の
ス
ポ

ー
ツ
も
プ
ロ
同
様
に
大
変
盛
り

上
が
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
野

球
（
Ｍ
Ｌ
Ｂ
）
は
ア
メ
リ
カ
の

国
技
と
も
言
わ
れ
、
４
月
か
ら

10
月
の
シ
ー
ズ
ン
は
多
く
の
フ

ァ
ン
が
歴
史
と
伝
統
で
有
名
な

フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
球
場
に
足
を
運

び
ま
す
。

【
ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

の
歴
史
】

　

ボ
ス
ト
ン
・
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク

ス
は
ワ
ー
ル
ド
・
シ
リ
ー
ズ
の

最
初
の
覇
者
で
す
。
あ
の
ホ
ー

ム
ラ
ン
王
ベ
ー
ブ
・
ル
ー
ス
、

最
後
の
４
割
打
者
テ
ッ
ド
・
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
、
ア
メ
リ
カ
ン
リ

ー
グ
最
高
の
模
範
選
手
ウ
ェ
イ

ド
・
ボ
ッ
グ
ス
三
塁
手
な
ど
が

か
つ
て
在
籍
し
た
ア
メ
リ
カ
で

最
も
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
チ
ー

ム
で
す
。
お
も
な
例
と
し
て
ホ

ー
ム
ラ
ン
王
11
人
、
打
点
王
13

人
、
サ
イ
ヤ
ン
グ
賞
３
人
、
３

冠
王
２
人
、
殿
堂
入
り
選
手
17

人
、
最
高
殊
勲
選
手
９
人
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
グ
ラ
ブ
賞
14
人
と

数
々
の
優
秀
な
選
手
を
生
み
出

し
た
東
海
岸
の
名
門
チ
ー
ム
で

す
。
ま
た
な
ぜ
か
不
思
議
な
こ

と
に
、
古
く
は
ベ
ー
ブ
・
ル
ー

ス
、
最
近
で
は
ウ
ェ
イ
ド
・
ボ

ッ
グ
ス
三
塁
手
や
ロ
ジ
ャ
ー
・

ク
レ
メ
ン
ス
投
手
な
ど
一
流
の

ス
タ
ー
選
手
を
な
ぜ
か
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
ヤ
ン
キ
ー
ス
に
大
金
で

引
き
抜
か
れ
る
こ
と
の
多
い
チ

ー
ム
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
確

執
も
あ
り
特
に
ヤ
ン
キ
ー
ス
戦

は
異
常
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ

ま
す
。
ヤ
ン
キ
ー
ス
は
お
金
も

人
気
も
あ
る
の
で
不
思
議
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
せ

め
て
野
球
だ
け
は
Ｎ
Ｙ
に
負
け

た
く
な
い
」
と
い
う
ボ
ス
ト
ニ

ア
ン
の
本
音
も
少
し
あ
る
と
思

い
ま
す
。
試
合
の
あ
る
日
は
試

合
が
夜
で
も
朝
の
10
時
ぐ
ら
い

か
ら
球
場
近
辺
に
は
人
が
集
ま

り
だ
し
ま
す
。
ま
た
ア
ウ
ェ
ー

の
試
合（
Ｎ
Ｙ
な
ど
に
遠
征
中
）

で
も
試
合
中
は
近
所
の
ス
ポ
ー

ツ
バ
ー
は
大
賑
わ
い
で
す
。

【
ア
メ
リ
カ
最
古
の
球
場
：
フ

ェ
ン
ウ
ェ
イ
パ
ー
ク
】

　

ボ
ス
ト
ン
に
は
、
ア
メ
リ
カ

最
古
の
公
園
・
図
書
館
・
本
屋

さ
ん
・
ホ
テ
ル
・
建
物　

大
学

な
ど
、「
最
古
」
と
形
容
さ
れ

る
も
の
が
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
町
で
観
光
客
相
手
に

ガ
イ
ド
を
や
っ
て
い
る
と
「
ア

メ
リ
カ
最
古
」
と
い
う
形
容
詞

を
５
、６
回
は
使
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
１
９
１
２
年
に
誕
生

し
た
フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
球
場
も
ま

た
現
在
30
あ
る
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
の
球
場
の
中
で
ア
メ
リ
カ
最

古
の
球
場
で
す
。（
同
じ
年
に

デ
ト
ロ
イ
ト
市
内
の
球
場
が
出

来
ま
し
た
が
数
年
前
に
取
り
壊

し
て
新
球
場
に
な
っ
た
た
め
名

実
と
も
に
現
在
は
全
米
最
古
で

す
。）
フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
球
場
は

内
外
野
席
を
合
わ
せ
て
全
部
で

約
３
万
４
０
０
０
席
と
少
し
。

市
内
か
ら
地
下
鉄
ま
た
は
徒
歩

で
す
ぐ
、
と
い
う
球
場
の
便
利

な
立
地
も
人
気
の
秘
密
で
す
。

こ
の
球
場
は
比
較
的
小
さ
い
の

で
、
ど
の
座
席
か
ら
も
本
当
に

目
の
前
で
選
手
の
プ
レ
ー
を
観

る
事
が
出
来
ま
す
。
開
幕
し
て

す
ぐ
の
４
月
始
め
頃
と
シ
ー
ズ

ン
の
終
わ
り
頃
は
さ
す
が
に
北

国
ボ
ス
ト
ン
、
寒
い
時
も
あ
り

ま
す
の
で
服
装
に
十
分
に
注
意

し
て
下
さ
い
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
や

膝
に
か
け
る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
は

必
需
品
で
す
。
特
に
夜
の
試
合

で
は
羽
織
る
も
の
を
お
忘
れ
な

い
よ
う
に
。
な
お
、
フ
ェ
ン
ウ

ェ
イ
球
場
は
禁
煙
で
す
。
ご
記

憶
に
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ケ
ビ
ン
・
コ
ス
ナ
ー
の
名

作
映
画
「
フ
ィ
ー
ル
ド
オ
ブ
ド

リ
ー
ム
ス
」
に
も
登
場
し
た
球

場
で
も
あ
り
ま
す
。「
フ
ェ
ン

ウ
ェ
イ
ド
ッ
グ
」
と
呼
ば
れ
る

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
も
他
球
場
同
様

美
味
し
い
で
す
が
（
イ
チ
ロ
ー

選
手
も
気
に
入
っ
た
の
で
自
分

で
売
店
ま
で
買
い
に
行
き
ま
し

た
）、
チ
ー
ズ
を
か
け
て
食
べ

る
ナ
チ
ョ
ス
も
お
す
す
め
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
後
方
に
は

ボ
ス
ト
ン
の
有
名
店
「
リ
ー
ガ

ル
シ
ー
フ
ー
ド
」
が
支
店
を
出

し
て
い
て
ク
ラ
ム
チ
ャ
ウ
ダ
ー

も
あ
り
ま
す
。
２
０
０
２
年
に

登
場
し
た
ア
イ
ス
ド
ッ
グ
（
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
パ
ン
に
挟
ま

っ
て
い
る
）
も
一
度
は
試
し
て

ほ
し
い
名
物
で
す
。
ビ
ー
ル
を

飲
ま
れ
る
方
は
身
分
証
明
（
年

齢
21
歳
以
上
）
が
必
要
で
す
の

で
お
忘
れ
な
く
。
２
０
０
３
年

か
ら
レ
フ
ト
側
の
有
名
な
高
い

壁
「
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー
」

の
上
に
も
座
席
が
で
き
ま
し

た
。
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
あ
る

世
界
一
豪
華
な
外
野
席
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
席
の
定
価

は
80
〜
１
２
０
ド
ル
、
ヤ
ン
キ

ー
ス
戦
な
ど
の
プ
レ
ミ
ア
価
格

は
最
高
５
０
０
ド
ル
。高
さ（
高

度
12
〜
16
メ
ー
ト
ル
）
も
値
段

も
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
笑
）
２
０
０
４
年
か
ら
は
ラ

イ
ト
側
屋
上
に
新
ル
ー
フ
席
も

登
場
し
ま
し
た
。
隣
の
敷
地
に

新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
ま
た
は
ウ

ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
で
あ
る
ボ

ス
ト
ン
港
南
側
に
球
場
移
転
の

計
画
も
あ
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム

同
様
に
こ
の
球
場
自
体
の
フ
ァ

ン
も
多
く
、
そ
う
簡
単
に
は
移

転
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
く
）

（
文
・
写
真
・
瀧
波
雅
彦
／
株

式
会
社
ボ
ス
ト
ン
観
光
代
表
取

締
役
、
Ｊ
ー
マ
ガ
ジ
ン
代
表
、

ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
愛

好
会
会
長
、
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

日
本
人
編
成
会
議
メ
ン
バ
ー
）

ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
が
お
ス
ス
メ
！
「
旅
は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
」
①

ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
を
観
戦
し
よ
う
（
前
編
）

　

4
月
19
日
に
東
京
都
立
川
市

に
あ
る
立
川
駐
屯
地
創
立
53
周

年
記
念
行
事
（
航
空
祭
）
を
見

学
し
て
き
ま
し
た
。
目
的
は
も

ち
ろ
ん
史
料
館
の
見
学
で
す

が
、
ふ
だ
ん
は
見
学
で
き
な
い

駐
屯
地
内
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
（
編
隊
上
空
通
過
・
着
陸
、

災
害
救
助
行
動
展
示
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
体
験
試
乗
、
航
空
機
・

防
災
装
備
品
展
示
、
音
楽
隊
演

奏
等
）
も
開
催
さ
れ
、
好
天
の

下
、
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

立
川
駐
屯
地
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
保
有
す
る
東
部
方
面
航
空

隊
を
は
じ
め
８
部
隊
が
駐
屯
し

て
お
り
、
東
部
方
面
隊
区
（
1

都
10
県
）
の
防
衛
及
び
拠
点
飛

行
場
と
し
て
、
ま
た
広
域
防
災

基
地
の
中
枢
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
駐
屯
地

内
に
は
約
９
０
０
ｍ
の
滑
走
路

を
有
す
る
立
川
飛
行
場
が
あ

り
、
正
門
か
ら
入
構
す
る
と
広

大
な
敷
地
が
広
が
っ
て
い
る
の

に
驚
き
ま
し
た
。

　

立
川
飛
行
場
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
の
結
果
、
飛
行
機
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
、
１
９
２
１

年
の
秋
に
造
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
初
は
陸
軍
飛
行

第
五
戦
隊
の
基
地
と
し
て
発
足

し
、
そ
の
後
民
間
飛
行
場
と
し

て
も
利
用
さ
れ
、
１
９
２
９
年

に
は
立
川
ー
大
阪
間
で
日
本
最

初
の
定
期
航
空
が
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
や
が
て
立
川
飛
行
場
は

軍
事
基
地
に
一
本
化
さ
れ
、
戦

時
中
、
立
川
は
「
軍
都
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
周

辺
一
帯
に
は
多
く
の
軍
関
連
施

設
や
軍
需
工
場
が
あ
っ
た
た

め
、
立
川
は
１
９
４
５
年
2
月

16
日
以
降
13
回
も
の
空
襲
を
受

け
ま
し
た
が
、
立
川
飛
行
場
の

被
害
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
は
、
終
戦
後
に
立

川
飛
行
場
を
米
軍
が
そ
の
ま

ま
使
お
う
と
考
え
て
い
か
ら

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
は
、
米
軍
の
極
東

空
軍
立
川
基
地
と
し
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

１
９
５
５
年
に
は
立
川
基
地

拡
張
の
計
画
が
伝
え
ら
れ
、

地
元
の
住
民
を
中
心
に
反
対

運
動
が
起
こ
り
、
警
官
隊
と

の
激
し
い
衝
突
が
た
び
た
び

起
き
ま
し
た
（
砂
川
闘
争
）。

１
９
７
７
年
11
月
30
日
に
、

立
川
基
地
は
日
本
に
返
還
さ

れ
、
現
在
そ
の
跡
地
が
駐
屯

地
と
国
営
昭
和
記
念
公
園
、

市
街
地
等
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
史
料
館
に
は
、
陸

軍
飛
行
第
五
戦
隊
当
時
の
裏

門
の
門
柱
燈
や
将
校
集
会
所

の
裏
窓
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、

航
空
機
整
備
工
具
、
木
製
プ

ロ
ペ
ラ
、
教
本
、
発
電
機
等

の
資
料
と
、
米
軍
基
地
か
ら

の
返
還
に
関
す
る
資
料
が
目
を

引
き
ま
し
た
。
当
時
の
軍
服
等

が
並
ぶ
展
示
ケ
ー
ス
内
に
は
、

米
軍
基
地
の
全
面
返
還
式
当
日

に
降
納
さ
れ
た
国
連
旗
、
日
章

旗
及
び
星
条
旗
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
セ
レ
モ

ニ
ー
に
招
待
さ
れ
た
立
川
市
の

有
力
者
で
あ
る
三
田
鶴
吉
氏
が

も
ら
い
受
け
、
後
に
こ
の
史
料

館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。実
は
、

１
９
７
７
年
11
月
30
日
の
立
川

飛
行
場
の
全
面
返
還
調
印
式
の

日
に
返
還
さ
れ
た
の
は
４
５
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
2
か
月
前
の

9
月
30
日
に
は
既
に
１
１
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
返
還
さ
れ
て
お

り
、
司
令
部
で
同
様
の
国
旗
降

納
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
に
降
納
さ
れ
た
日
章
旗
及
び

星
条
旗
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

（
当
時
の
ベ
レ
テ
ニ
コ
フ
司
令

官
か
ら
の
寄
贈
）。

　

な
か
な
か
見
学
す
る
機
会
の

少
な
い
史
料
館
で
す
が
、
太
平

洋
戦
争
の
歴
史
の
証
人
と
し

て
、
し
っ
か
り
保
存
し
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物
館
副
館
長
）

1
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星
の
島
句
会

狛
犬
を
行
っ
た
り
来
た
り
雀
の
子 

長
谷
川
久
美
子  

握
り
飯
仮
想
遠
足
眺
め
つ
つ 

平
山
幸
江　

瓦
礫
の
は
ざ
ま
勿
忘
草
の
瑠
璃
の
色 

中
川
手
鞠　

大
海
を
半
分
借
り
て
潮
干
狩
り 

藤
井
マ
サ
太
郎　

人
死
し
て
甲
冑
残
る
花
の
雨 

月
野
ぽ
ぽ
な

hoshinoshima819@gmail.com

★
仲
間
募
集
中
★

　

広
島
市
在
住
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
大
上
力
夫
（
お
お

う
え
・
り
き
お
）
の
個
展

「SILENT VIOLENCE

」

が

５
月
５
日
（
火
）
か
ら
16
日

（
土
）
ま
で
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
マ
ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

５
５
２
番
地
４
階
／
４
０
１

号
・
ド
ア
ブ
サ
ー
９
番
。
電
話

２
１
２
・
９
２
５
・
７
０
１
７
）

で
開
催
さ
れ
る
。
大
上
は

１
９
８
０
年
代
か
ら
個
展
・
グ

ル
ー
プ
展
で
活
発
に
作
品
を
発

表
し
、
公
募
展
に
お
い
て
も

数
々
の
受
賞
を
果
た
し
て
い

る
。
個
展
は
お
も
に
東
京
、
広

島
で
開
催
。海
外
で
は
ソ
ウ
ル
、

ハ
ン
ブ
ル
グ
を
経
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
の
個
展
は
今
回
が
初

と
な
る
会
場
に
は
50
号
９
点
・

40
号
５
点
を
含
む
合
計
25
点
が

展
示
さ
れ
る
。

　

大
上
は
高
校
時
代
に
画
家
を

志
し
た
も
の
の
、
父
親
の
反
対

に
よ
り
美
術
学
校
へ
の
進
学
を

断
念
。
そ
の
後
は
独
学
で
美
術

を
学
び
、
初
期
の
段
階
で
イ

ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
の
「
青
」
に
強

い
衝
撃
を
受
け
、
自
ら
独
自
の

色
彩
を
生
み
出
す
こ
と
を
決
意

す
る
。
以
来
、
大
上
に
と
っ
て

色
彩
は
創
作
活
動
の
核
心
に
あ

り
、
色
彩
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

一
貫
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な

い
。
今
に
至
る
静
寂
に
し
て
独

創
的
な
世
界
観
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
む
し
ろ
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
訓
練
を
受
け
な

か
っ
た
か
ら
と
も
い
え
る
。

　

今
回
展
示
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ

い
て
大
上
は
「
デ
フ
ォ
ル
メ
さ

れ
た
女
性
や
子
供
、
叫
び
を
あ

げ
る
顔
、
窪
ん
だ
瞳
、
し
が
み

つ
く
動
物
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ

を
用
い
、
私
独
自
の
色
彩
を
巧

み
に
操
る
こ
と
で
、
日
常
に
潜

む
バ
イ
オ
レ
ン
ス
へ
の
怒
り
、

恐
怖
、
不
安
、
そ
し
て
絶
望
と

い
っ
た
感
情
を
表
現
し
て
い
ま

す
。
絵
画
に
よ
る
表
現
の
限
界

を
感
じ
、
制
作
に
疲
れ
た
よ
う

な
と
き
で
あ
っ
て
も
、
私
は
絵

画
が
持
つ
力
、
そ
し
て
色
彩
が

宿
す
力
を
信
じ
、
創
作
を
続
け

て
い
ま
す
。」
と
語
る
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
６

日
（
水
）
午
後
６
時
か
ら
８
時
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火
曜

か
ら
土
曜
の
午
後
12
時
か
ら
６

時
。
問
い
合
わ
せ
はhttps://

artspheres.org/contact/

　

札
幌
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｓ
Ｏ
Ｕ
が
、

5
月
6
日（
水
）か
ら
24
日（
日
）

ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ARTIFACT Projects

（
サ
フ
ォ

ー
ク
通
り
１
５
５
番
地
、電
話
・

２
１
２
・
４
７
５
・
０
４
４
８
）

に
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

初
個
展
「NEO JAPANESE COLORS

」
を
開
催
す
る
。

　

自
身
の
感
情
や
思
考
を
自
由

に
表
現
し
た
彼
の
作
品
は
、
記

憶
の
断
片
、
時
間
の
痕
跡
、
そ

し
て
感
情
の
流
れ
に
焦
点
を
当

て
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
5
月
6
日
（
水
）
午
後
6

時
か
ら
8
時
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
除
き
、
個
展

期
間
中
に
来
場
の
際
は
、
事
前

予
約
が
必
要
。
開
廊
時
間
は
、

水
か
ら
日
曜
の
午
後
12
時
か
ら

６
時
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルinfo@artifactnyc.net

ま

た
はartifact2018@gmail.

com

ま
で
。

アーテイストSOU個展
「NEO JAPANESE 
COLORS」

５月６日からＮＹで

内なる痛みを表現　大上 力夫 個展
ギャラリーマックスで５日から

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ 

　

鑑
賞
会
＆
直
前
勉
強
会
 　

日
本
ク
ラ
ブ
は
１
日
（
金
）

午
後
６
時
か
ら
、
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
作
『
オ
ネ
ー
ギ
ン
』
直

前
勉
強
会
を
ミ
チ
コ
・
ス
タ
ジ

オ
（
西
39
丁
目
15
番
地
７
階
）

で
開
催
す
る
。
当
日
は
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
名
旋
律
で
綴
ら

れ
た
、
人
生
を
悲
観
す
る
青
年

貴
族
と
無
垢
な
少
女
の
愛
の
す

れ
違
い
を
美
し
く
描
い
た
物
語

を
解
説
。
多
感
な
田
舎
の
少
女

タ
テ
ィ
ア
ナ
が
洗
練
さ
れ
た
既

婚
女
性
に
成
長
し
て
い
く
。
直

前
勉
強
会
は
、
鑑
賞
会
参
加
者

に
限
ら
ず
誰
で
も
参
加
可
。
参

加
費
（
軽
食
＆
ド
リ
ン
ク
付
）：

会
員
20 

ド
ル
、
一
般
30
ド
ル
。

■ 

オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
は
5
月
2

日
（
土
）
午
後
1
時 

開
演
（
現

地
集
合 

午
後
12
時
半
）
参
加

費
（Grand Tier Balance 

席
）：
会
員 

１
５
５
ド
ル
、
一

般 

１
７
０
ド
ル
。
定
員
：
20
名
。

https://form.jotform.com/
Nippon_Club/met-2026-
vol4-Eugene-Onegin

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraipapabk.com/
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https://artspheres.org/contact/
https://artspheres.org/contact/
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mailto:info@artifactnyc.net
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https://form.jotform.com/Nippon_Club/met-2026-vol4-Eugene-Onegin
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日本の美
桜の下で
ブルックリン植物園

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
植
物

園
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
ボ
タ
ニ
カ

ル
ガ
ー
デ
ン
で
４
月
21
日
か
ら

24
日
ま
で
の
4
夜
に
わ
た
り

「
ハ
ナ
ミ
・
ナ
イ
ト
」
が
開
催

さ
れ
、
大
勢
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜

の
木
の
下
で
音
楽
や
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
グ
ル
メ
を
楽

し
ん
だ
（
１
面
に
記
事
）。

　

出
演
は
沖
縄
三
味
線
の
愛
世

梨
乃
、
箏
の
石
榑
雅
代
、
ソ
ウ

ル
・
ジ
ャ
ズ
の
マ
ン
デ
ー
満
ち

る
、
迫
力
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
会
場
を
魅
了
し
た
サ
ム
ラ

イ
・
ソ
ー
ド
・
ソ
ウ
ル
、
ヒ
ナ

及
川
、
伊
藤
さ
ち
よ
舞
踊
団
、

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
早
間
美

紀
と
バ
ン
ド
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
よ
さ
こ

い
ダ
ン
ス
、
天
理
雅
楽
、
フ
ル

ー
ト
奏
者
の
佐
伯
麻
由
カ
ル
テ

ッ
ト
、
太
鼓
ダ
ン
サ
ー
グ
ル
ー

プ
の
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
な
ど
盛
り
沢
山

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
司
会
は
合
田

沙
お
り
。

　

佐
伯
麻
由
は
所
属
し
た
チ

コ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
時
代
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
と
13
年
ぶ
り
に
合

流
し
、
新
進
気
鋭
の
ギ
タ
リ
ス

ト
、
小
川
智
也
を
迎
え
た
新
編

成
の
カ
ル
テ
ッ
ト
で
ス
テ
ー
ジ

に
。
チ
コ
の
「
ハ
ウ
ズ
・
ユ
ア
・

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」
か
ら
蘇
州
夜

曲
、
自
身
の
ア
ル
バ
ム
タ
イ
ト

ル
で
も
あ
る
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
を
演
奏

し
て
喝
采
を
浴
び
た
。
ま
た
、

赤
い
鳥
居
の
あ
る
池
の
辺
り
で

は
、
天
理
雅
楽
が
雅
や
か
な
音

色
を
園
内
に
響
か
せ
た
。

石
榑
雅
代

愛
世
梨
乃

        

合
田
沙
お
り

Photo:Yui Kitam
ura

　
　
　
　
　

サ
ム
ラ
イ
・
ソ
ー
ド
・
ソ
ウ
ル

COBU

左から小川智也、佐伯麻由、Jeremy Carlstedt (drums), Paul Ramsey (bass)

天
理
雅
楽

https://japanvillage.com/



